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（
本
年
賀
詞
交
歓
会
で
の
理
事
長
挨
拶
か
ら
）

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
被
害
を
受
け
ら
れ

た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
当
財

団
も
金
沢
を
拠
点
と
し
て
い
る
「
一
般
社
団
法
人
地
域
創
生

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
い
し
か
わ
（
稲
垣
渉
代
表
理
事
）
」
が
取
り

組
む
被
災
者
の
復
興
を
支
援
い
た
し
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
義

援
金
を
募
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
日
は
、
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
ア
ー
ネ
ス
ト
育
成
財
団
の

「
新
年
賀
詞
交
歓
会
２
０
２
４
飛
躍
」
に
、
多
数
お
集
ま
り

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
『
地
の
時
代
』
か
ら
、

新
し
い
『
風
の
時
代
』
へ
と
変
わ
り
始
め
て
い
ま
す
。

『
地
の
時
代
』
で
は
、
地
球
全
体
で
「
産
業
、
労
働
、
経

済
」
を
中
心
と
し
た
基
盤
作
り
を
し
て
お
金
持
ち
ほ
ど
偉
い

と
い
う
価
値
観
の
社
会
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

『
風
の
時
代
』
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
資
本
主
義
・
経
済
活

動
の
基
盤
作
り
の
時
代
か
ら
、
個
々
の
権
利
や
自
由
を
開
放

す
る
時
代
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て
、
い

か
に
人
と
の
関
わ
り
合
い
を
作
り
上
げ
る
か
が
重
要
な
時
代

と
な
っ
て
い
ま
す
。

世
界
的
な
新
し
い
風
が
吹
き
始
め
て
い
る
中
、
日
本
だ
け

が
新
し
い
風
を
吹
く
こ
と
を
避
け
て
き
ま
し
た
。
経
済
的
、

科
学
技
術
的
に
も
成
長
す
る
こ
と
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
30
年

以
上
も
経
済
成
長
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
孤
立
を
し
て
き

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
日
本
も
コ
ロ
ナ
禍
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や

オ
ン
ラ
イ
ン
の
急
速
な
普
及
が
起
き
ま
し
た
。
生
活
様
式
も

変
わ
り
、
多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
変
化
を
見
る
よ
う
に
な
る
と
、
風
の
時
代
を
実
感
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
20
年
ほ
ど
は
『
地
の
時
代
』
と
『
風
の
時
代
』

と
い
う
新
し
い
流
れ
が
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら
、
様
々
な
価

値
観
が
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
新
し
い
時
代
は
、
一

人
一
人
が
主
役
で
す
。
自
分
の
力
で
考
え
て
、
そ
れ
を
行
動

し
て
い
く
。
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
パ
ワ
ー
が
増
し
、
幸

せ
が
舞
い
込
ん
で
き
ま
す
。

本
日
の
賀
詞
交
歓
会
の
中
で
も
、
同
じ
価
値
観
を
持
つ
仲

間
を
増
や
し
、
新
た
な
風
の
時
代
の
到
来
を
意
識
し
て
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
心
で
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
新
た
な
価
値
観
を
見

つ
け
ま
し
ょ
う
。
財
団
は
新
し
い
風
に
乗
っ
て
、
新
し
い
時

代
を
つ
く
れ
る
経
営
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＯＯＰＰＩＩＮＮＩＩＯＯＮＮＳＳ
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新新
しし
いい
『『
風風
のの
時時
代代
のの
』』
到到
来来

西
河
理
事
長
は
開
会
に
先
立
ち
「
か

つ
て
の
『
地
の
時
代
』
と
『
風
の
時

代
』
と
い
う
新
し
い
流
れ
が
ぶ
つ
か

り
合
い
な
が
ら
、
様
々
な
価
値
観
が

生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
。
仲
間
を
増

や
し
、
新
た
な
風
の
時
代
の
到
来
を

意
識
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
心
で
ワ

ク
ワ
ク
し
な
が
ら
新
た
な
価
値
観
を

見
つ
け
よ
う
」
と
挨
拶
す
る
。
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賀詞交歓会（令和６年）

2024.1.17賀賀詞詞交交歓歓会会

イイ
ノノ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
をを
起起
ここ
せせ
るる
人人
財財

来
賓
の
芝
浦
工
業
大
学
鈴
見
健
夫
理

事
長
は
「
本
学
は
昨
年
ベ
イ
エ
リ
ア

・
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
を
作
り
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

の
支
援
を
始
め
て
お
り
ま
す
。
ア
ー

ネ
ス
ト
育
成
財
団
と
一
緒
に
な
っ
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
人
財

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と
思

う
」
と
財
団
と
の
協
働
を
語
る
。

西西
河河
技技
術術
経経
営営
学学
をを
百百
五五
十十
名名
がが
学学
ぶぶ

千
葉
敬
愛
学
園
の
三
幣
利
夫
理
事
長

か
ら
「
学
生
に
と
っ
て
、
研
究
者
で
あ

る
教
員
の
授
業
だ
け
で
な
く
実
践
経
験

を
も
っ
た
方
の
講
座
も
大
事
で
は
な
い

か
。
当
初
は
数
名
の
希
望
者
で
ス
タ
ー

ト
し
た
寄
付
講
座
が
、
前
年
度
は
33
名

の
学
生
が
履
修
し
、
６
年
間
で
既
に
累

計
で
百
五
十
名
が
学
ん
で
い
る
」
と
千

葉
敬
愛
大
学
で
の
寄
付
講
座
の
実
績
の

報
告
後
、
乾
杯
の
発
声
が
あ
っ
た
。

「「新新ししいい風風にに乗乗っってて日日本本をを元元気気ににすするるここととががででききるる凄凄腕腕のの技技術術経経営営人人財財のの育育成成にに取取りり組組むむ」」とと、、今今年年のの
意意気気込込みみをを語語りり、、中中締締めめををししたた小小平平和和一一朗朗専専務務理理事事

「「ＭＭＯＯＴＴにに必必要要ななののはは戦戦
略略でで、、戦戦術術ででははなないい」」とと
児児玉玉東東京京大大学学名名誉誉教教授授・・
芝芝浦浦工工業業大大学学名名誉誉教教授授

「「新新ししいい風風にに乗乗っってて新新ししいい時時代代
ををつつくくれれるる経経営営リリーーダダーーをを育育成成
すするる」」とと語語るる西西河河理理事事長長

「「文文系系もも理理系系的的なな論論理理的的なな考考ええ方方
ががででききるるよよううににななるるここととはは大大事事」」
とと三三幣幣理理事事長長

「「今今年年のの干干支支はは丙丙のの辰辰。。十十干干
十十二二支支でで一一番番良良いい年年とと言言わわれれ
てていいるる」」とと今今年年へへのの期期待待をを語語
るる鈴鈴見見芝芝浦浦工工業業大大学学理理事事長長

ＭＭ
ＯＯ
ＴＴ
教教
育育
のの
重重
要要
性性
をを
説説
くく

児
玉
文
雄
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
芝

浦
工
業
大
学
名
誉
教
授
か
ら
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ

は
技
術
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
変
化
し
た
と
き

に
従
来
の
経
験
が
役
に
立
た
な
い
か
ら

一
番
役
に
立
つ
。
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｉ
と
か

生
成
Ａ
Ｉ
が
出
て
き
て
大
変
な
影
響
が

あ
る
。
う
ま
く
使
え
ば
う
ま
く
い
く
。

Ｍ
Ｏ
Ｔ
（
技
術
経
営
の
教
育
）
を
続
け

て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
語
る
。

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
令
和
６
年
１
月
17
日
（
水
）
午
後
6
時
か

ら
、
帝
国
ホ
テ
ル
東
京
で
開
催
し
た
。
財
団
は
11
年
目
を
迎
え

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
『
飛
躍
』
で
あ
る
。

テテーーママはは「「飛飛躍躍」」、、新新年年賀賀詞詞交交歓歓会会22002244
ワ
ク
ワ
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る
よ
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な
新
た
な
価
値
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。
ア
ー

ネ
ス
ト
育
成
財
団
と
一
緒
に
な
っ
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
人
財

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と
思

う
」
と
財
団
と
の
協
働
を
語
る
。

西西
河河
技技
術術
経経
営営
学学
をを
百百
五五
十十
名名
がが
学学
ぶぶ

千
葉
敬
愛
学
園
の
三
幣
利
夫
理
事
長

か
ら
「
学
生
に
と
っ
て
、
研
究
者
で
あ

る
教
員
の
授
業
だ
け
で
な
く
実
践
経
験

を
も
っ
た
方
の
講
座
も
大
事
で
は
な
い

か
。
当
初
は
数
名
の
希
望
者
で
ス
タ
ー

ト
し
た
寄
付
講
座
が
、
前
年
度
は
33
名

の
学
生
が
履
修
し
、
６
年
間
で
既
に
累

計
で
百
五
十
名
が
学
ん
で
い
る
」
と
千

葉
敬
愛
大
学
で
の
寄
付
講
座
の
実
績
の

報
告
後
、
乾
杯
の
発
声
が
あ
っ
た
。

「「新新ししいい風風にに乗乗っってて日日本本をを元元気気ににすするるここととががででききるる凄凄腕腕のの技技術術経経営営人人財財のの育育成成にに取取りり組組むむ」」とと、、今今年年のの
意意気気込込みみをを語語りり、、中中締締めめををししたた小小平平和和一一朗朗専専務務理理事事

「「ＭＭＯＯＴＴにに必必要要ななののはは戦戦
略略でで、、戦戦術術ででははなないい」」とと
児児玉玉東東京京大大学学名名誉誉教教授授・・
芝芝浦浦工工業業大大学学名名誉誉教教授授

「「新新ししいい風風にに乗乗っってて新新ししいい時時代代
ををつつくくれれるる経経営営リリーーダダーーをを育育成成
すするる」」とと語語るる西西河河理理事事長長

「「文文系系もも理理系系的的なな論論理理的的なな考考ええ方方
ががででききるるよよううににななるるここととはは大大事事」」
とと三三幣幣理理事事長長

「「今今年年のの干干支支はは丙丙のの辰辰。。十十干干
十十二二支支でで一一番番良良いい年年とと言言わわれれ
てていいるる」」とと今今年年へへのの期期待待をを語語
るる鈴鈴見見芝芝浦浦工工業業大大学学理理事事長長

ＭＭ
ＯＯ
ＴＴ
教教
育育
のの
重重
要要
性性
をを
説説
くく

児
玉
文
雄
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
芝

浦
工
業
大
学
名
誉
教
授
か
ら
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ

は
技
術
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
変
化
し
た
と
き

に
従
来
の
経
験
が
役
に
立
た
な
い
か
ら

一
番
役
に
立
つ
。
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｉ
と
か

生
成
Ａ
Ｉ
が
出
て
き
て
大
変
な
影
響
が

あ
る
。
う
ま
く
使
え
ば
う
ま
く
い
く
。

Ｍ
Ｏ
Ｔ
（
技
術
経
営
の
教
育
）
を
続
け

て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
語
る
。

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
令
和
６
年
１
月
17
日
（
水
）
午
後
6
時
か

ら
、
帝
国
ホ
テ
ル
東
京
で
開
催
し
た
。
財
団
は
11
年
目
を
迎
え

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
『
飛
躍
』
で
あ
る
。

テテーーママはは「「飛飛躍躍」」、、新新年年賀賀詞詞交交歓歓会会22002244
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
新
た
な
価
値
観

新新
しし
いい
『『
風風
のの
時時
代代
のの
』』
到到
来来

西
河
理
事
長
は
開
会
に
先
立
ち
「
か

つ
て
の
『
地
の
時
代
』
と
『
風
の
時

代
』
と
い
う
新
し
い
流
れ
が
ぶ
つ
か

り
合
い
な
が
ら
、
様
々
な
価
値
観
が

生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
。
仲
間
を
増

や
し
、
新
た
な
風
の
時
代
の
到
来
を

意
識
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
心
で
ワ

ク
ワ
ク
し
な
が
ら
新
た
な
価
値
観
を

見
つ
け
よ
う
」
と
挨
拶
す
る
。
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賀詞交歓会（令和６年）

2024.1.17賀賀詞詞交交歓歓会会

イイ
ノノ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
をを
起起
ここ
せせ
るる
人人
財財

来
賓
の
芝
浦
工
業
大
学
鈴
見
健
夫
理

事
長
は
「
本
学
は
昨
年
ベ
イ
エ
リ
ア

・
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
を
作
り
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

の
支
援
を
始
め
て
お
り
ま
す
。
ア
ー

ネ
ス
ト
育
成
財
団
と
一
緒
に
な
っ
て

イ
ノ
ベ
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シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
人
財

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と
思

う
」
と
財
団
と
の
協
働
を
語
る
。
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河河
技技
術術
経経
営営
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をを
百百
五五
十十
名名
がが
学学
ぶぶ

千
葉
敬
愛
学
園
の
三
幣
利
夫
理
事
長

か
ら
「
学
生
に
と
っ
て
、
研
究
者
で
あ

る
教
員
の
授
業
だ
け
で
な
く
実
践
経
験

を
も
っ
た
方
の
講
座
も
大
事
で
は
な
い

か
。
当
初
は
数
名
の
希
望
者
で
ス
タ
ー

ト
し
た
寄
付
講
座
が
、
前
年
度
は
33
名

の
学
生
が
履
修
し
、
６
年
間
で
既
に
累

計
で
百
五
十
名
が
学
ん
で
い
る
」
と
千

葉
敬
愛
大
学
で
の
寄
付
講
座
の
実
績
の

報
告
後
、
乾
杯
の
発
声
が
あ
っ
た
。
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意意気気込込みみをを語語りり、、中中締締めめををししたた小小平平和和一一朗朗専専務務理理事事

「「ＭＭＯＯＴＴにに必必要要ななののはは戦戦
略略でで、、戦戦術術ででははなないい」」とと
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ををつつくくれれるる経経営営リリーーダダーーをを育育成成
すするる」」とと語語るる西西河河理理事事長長

「「文文系系もも理理系系的的なな論論理理的的なな考考ええ方方
ががででききるるよよううににななるるここととはは大大事事」」
とと三三幣幣理理事事長長

「「今今年年のの干干支支はは丙丙のの辰辰。。十十干干
十十二二支支でで一一番番良良いい年年とと言言わわれれ
てていいるる」」とと今今年年へへのの期期待待をを語語
るる鈴鈴見見芝芝浦浦工工業業大大学学理理事事長長

ＭＭ
ＯＯ
ＴＴ
教教
育育
のの
重重
要要
性性
をを
説説
くく

児
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文
雄
東
京
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誉
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授
・
芝

浦
工
業
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名
誉
教
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ら
「
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Ｏ
Ｔ

は
技
術
パ
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ダ
イ
ム
が
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化
し
た
と
き

に
従
来
の
経
験
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役
に
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た
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ら

一
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つ
。
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プ
ン
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と
か
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成
Ａ
Ｉ
が
出
て
き
て
大
変
な
影
響
が

あ
る
。
う
ま
く
使
え
ば
う
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く
い
く
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Ｍ
Ｏ
Ｔ
（
技
術
経
営
の
教
育
）
を
続
け

て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
語
る
。

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
令
和
６
年
１
月
17
日
（
水
）
午
後
6
時
か

ら
、
帝
国
ホ
テ
ル
東
京
で
開
催
し
た
。
財
団
は
11
年
目
を
迎
え

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
『
飛
躍
』
で
あ
る
。

テテーーママはは「「飛飛躍躍」」、、新新年年賀賀詞詞交交歓歓会会22002244
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ワ
ク
す
る
よ
う
な
新
た
な
価
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観



何
か
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
菅
原

壮
弘
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
」
。

小小
泉泉
厚厚
子子
「
女
性
の
一
人
暮
ら
し
は
、

あ
つ
ま
る
不
動
産
、
女
性
の
安
心
安
全

は
、
あ
つ
ま
る
不
動
産
、
女
性
の
た
め

の
、
あ
つ
ま
る
不
動
産
へ
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
」
。

西西
河河
進進
「
日
本
の
文

化
の
畳
は
約
千
年
続
い
て
お
り
ま
す
が

、
次
の
千
年
の
畳
を
創
造
す
る
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
時
代
に
合
っ
た

畳
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
我
々
の

使
命
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
。
土土
谷谷

裕裕
樹樹
「
排
煙
窓
を
付
け
る
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
身
体
で
す
が
、
身
体
は

軽
く
、
ど
こ
で
も
行
き
ま
す
」
。
鳥鳥
山山

和和
浩浩
「
お
近
く
の
ス
ー
パ
ー
、
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
で
雪
国
ア
グ
リ
の
こ
ん
に
ゃ
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『『
夢夢
のの
世世
界界
へへ
行行
かか
なな
いい
かか
』』

演
歌
歌
手
と
し
て
今
年
デ
ビ
ュ
ー
予

定
の
財
団
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
、
小
椋
康

平
が
３
曲
を
熱
唱
し
、
会
場
を
盛
り
上

げ
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
夢
の
世
界
へ

行
か
な
い
か
」
で
は
、
夢
を
目
指
す
若

手
経
営
者
達
へ
エ
ー
ル
と
な
っ
た
。

財
団
で
は
寄
付
講
座
で
「
西
河
技
術

経
営
学
」
を
学
生
に
教
え
て
い
る
。

自自
社社
のの
価価
値値
をを
2200
秒秒
でで
ＰＰ
ＲＲ

西
河
技
術
経
営
塾
で
は
自
社
の
強
み

を
短
時
間
で
顧
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
に
伝
え
る
、
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ピ

ッ
チ
」
と
呼
ば
れ
る
手
法
を
学
ぶ
。

塾
生
・
塾
生
Ｏ
Ｂ
が
登
壇
し
、
自
社

を
Ｐ
Ｒ
。
塾
で
の
成
果
を
発
揮
、
ど
ん

な
価
値
を
提
供
で
き
る
か
を
伝
え
た
。

2024.01.17賀賀詞詞交交歓歓会会
賀詞交歓会（令和６年）

更更科科枝枝理理（（代代々々木木１１期期：：左左））、、鳥鳥山山和和浩浩（（沼沼
田田２２期期））、、土土谷谷裕裕樹樹（（沼沼田田２２期期：：右右））

代代々々木木２２期期生生エエフフ・・エエフフ魚魚春春とととと屋屋
のの女女将将永永井井寛寛子子

能能
登登
半半
島島
地地
震震
復復
興興
支支
援援

金
沢
を
拠
点
と
す
る
「
一
般
社
団
法

人
地
域
創
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
い
し
か
わ

（
稲
垣
渉
代
表
理
事
）
」
が
取
り
組
む

被
災
者
の
復
興
支
援
の
協
力
を
参
加
者

に
呼
び
か
け
た
。
会
場
で
集
ま
っ
た
義

援
金
に
財
団
か
ら
の
義
援
金
を
併
せ
て

二
十
六
万
一
千
三
百
十
一
円
を
翌
日
一

般
社
団
法
人
の
口
座
に
振
り
込
ん
だ
。

永永
井井
寛寛
子子
「
う
ち
の
売
り
は
、
お
い
し

い
お
魚
、
そ
し
て
活
き
の
い
い
女
将
で

ご
ざ
い
ま
す
」
。
小小
坂坂
哲哲
平平
「

躍
動
す

る
現
場
力
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ

て
や
っ
て
お
り
ま
す
。
仕
事
は
絶
対
に

断
り
ま
せ
ん
」
。
原原
澤澤
史史
浩浩
「
林
業
、

土
木
と
、
そ
し
て
脱
炭
素
で
山
林
を
活

か
せ
な
い
か
と
取
り
組
ん
で
ま
す
。
山

を
お
持
ち
の
方
、
せ
ひ
お
声
が
け
く
だ

さ
い
」
。
稲稲
垣垣
通通
泰泰
「
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ

ッ
シ
ュ
に
興
味
が
あ
る
方
は
声
を
か
け

て
下
さ
い
」
。
相相
見見
祥祥
真真
「
障
が
い
者

の
方
が
通
う
作
業
所
を
経
営
し
て
い
ま

す
。
障
が
い
者
が
活
躍
で
き
る
社
会
を

農
業
を
通
じ
て
作
っ
て
い
き
た
い
と
取

組
ん
で
ま
す
」
。
菅菅
原原
壮壮
弘弘
「
地
方
創

生
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
３
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で

く
ゼ
リ
ー
を
見
か
け
た
ら
、
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
。
石石

原原
秀秀
昭昭
「
不
動
産
販
売
の
仲
介
業
を
立

川
で
や
っ
て
い
ま
す
。
立
川
は
『
西
の

新
宿
』
と
言
っ
て
い
ま
す
。
立
川
を
活

性
化
し
て
い
き
ま
す
」
。
若若
野野
貴貴
信信
「

当
社
は
富
山
県
高
岡
市
で
明
治
10
年
よ

り
鋳
造
業
を
営
ん
で
ま
す
。
鋳
物
で
お

困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら

何
な
り
と
お
声
が
け
く
だ
さ
い
」
。 左左かからら原原岡岡和和生生開開志志専専門門職職大大学学教教授授、、吉吉池池信信一一評評議議員員、、

廣廣田田令令子子監監事事、、角角忠忠夫夫むむささしし野野経経営営塾塾長長（（右右））

小小椋椋康康平平のの歌歌声声にに手手拍拍子子、、声声援援がが飛飛びび交交いい、、会会場場
全全体体がが明明るるくく元元気気なな「「飛飛躍躍」」のの空空気気にに包包ままれれたた

倉倉
沢沢
芽芽
久久
美美
「
保
険
の
営
業
を
始
め
て

15
年
経
ち
、
あ
な
た
の
心
の
相
談
役
、

接
客
の
神
様
を
目
指
し
て
ま
す
」
。

20
秒
の
塾
生
の
自
社
Ｐ
Ｒ
に
よ
っ
て

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
が
生
ま
れ
、
人

財
の
輪
を
広
げ
る
機
会
と
な
っ
た
。

司司会会のの松松井井美美樹樹（（代代々々木木３３期期：：左左））
とと倉倉沢沢芽芽久久美美（（沼沼田田４４期期生生：：右右））

代代々々木木３３期期生生ああつつままるる不不動動
産産社社長長のの小小泉泉厚厚子子

何
か
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
菅
原

壮
弘
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
」
。

小小
泉泉
厚厚
子子
「
女
性
の
一
人
暮
ら
し
は
、

あ
つ
ま
る
不
動
産
、
女
性
の
安
心
安
全

は
、
あ
つ
ま
る
不
動
産
、
女
性
の
た
め

の
、
あ
つ
ま
る
不
動
産
へ
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
」
。

西西
河河
進進
「
日
本
の
文

化
の
畳
は
約
千
年
続
い
て
お
り
ま
す
が

、
次
の
千
年
の
畳
を
創
造
す
る
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
時
代
に
合
っ
た

畳
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
我
々
の

使
命
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
。
土土
谷谷

裕裕
樹樹
「
排
煙
窓
を
付
け
る
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
身
体
で
す
が
、
身
体
は

軽
く
、
ど
こ
で
も
行
き
ま
す
」
。
鳥鳥
山山

和和
浩浩
「
お
近
く
の
ス
ー
パ
ー
、
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
で
雪
国
ア
グ
リ
の
こ
ん
に
ゃ
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『『
夢夢
のの
世世
界界
へへ
行行
かか
なな
いい
かか
』』

演
歌
歌
手
と
し
て
今
年
デ
ビ
ュ
ー
予

定
の
財
団
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
、
小
椋
康

平
が
３
曲
を
熱
唱
し
、
会
場
を
盛
り
上

げ
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
夢
の
世
界
へ

行
か
な
い
か
」
で
は
、
夢
を
目
指
す
若

手
経
営
者
達
へ
エ
ー
ル
と
な
っ
た
。

財
団
で
は
寄
付
講
座
で
「
西
河
技
術

経
営
学
」
を
学
生
に
教
え
て
い
る
。

自自
社社
のの
価価
値値
をを
2200
秒秒
でで
ＰＰ
ＲＲ

西
河
技
術
経
営
塾
で
は
自
社
の
強
み

を
短
時
間
で
顧
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
に
伝
え
る
、
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ピ

ッ
チ
」
と
呼
ば
れ
る
手
法
を
学
ぶ
。

塾
生
・
塾
生
Ｏ
Ｂ
が
登
壇
し
、
自
社

を
Ｐ
Ｒ
。
塾
で
の
成
果
を
発
揮
、
ど
ん

な
価
値
を
提
供
で
き
る
か
を
伝
え
た
。

2024.01.17賀賀詞詞交交歓歓会会
賀詞交歓会（令和６年）

更更科科枝枝理理（（代代々々木木１１期期：：左左））、、鳥鳥山山和和浩浩（（沼沼
田田２２期期））、、土土谷谷裕裕樹樹（（沼沼田田２２期期：：右右））

代代々々木木２２期期生生エエフフ・・エエフフ魚魚春春とととと屋屋
のの女女将将永永井井寛寛子子

能能
登登
半半
島島
地地
震震
復復
興興
支支
援援

金
沢
を
拠
点
と
す
る
「
一
般
社
団
法

人
地
域
創
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
い
し
か
わ

（
稲
垣
渉
代
表
理
事
）
」
が
取
り
組
む

被
災
者
の
復
興
支
援
の
協
力
を
参
加
者

に
呼
び
か
け
た
。
会
場
で
集
ま
っ
た
義

援
金
に
財
団
か
ら
の
義
援
金
を
併
せ
て

二
十
六
万
一
千
三
百
十
一
円
を
翌
日
一

般
社
団
法
人
の
口
座
に
振
り
込
ん
だ
。

永永
井井
寛寛
子子
「
う
ち
の
売
り
は
、
お
い
し

い
お
魚
、
そ
し
て
活
き
の
い
い
女
将
で

ご
ざ
い
ま
す
」
。
小小
坂坂
哲哲
平平
「

躍
動
す

る
現
場
力
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ

て
や
っ
て
お
り
ま
す
。
仕
事
は
絶
対
に

断
り
ま
せ
ん
」
。
原原
澤澤
史史
浩浩
「
林
業
、

土
木
と
、
そ
し
て
脱
炭
素
で
山
林
を
活

か
せ
な
い
か
と
取
り
組
ん
で
ま
す
。
山

を
お
持
ち
の
方
、
せ
ひ
お
声
が
け
く
だ

さ
い
」
。
稲稲
垣垣
通通
泰泰
「
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ

ッ
シ
ュ
に
興
味
が
あ
る
方
は
声
を
か
け

て
下
さ
い
」
。
相相
見見
祥祥
真真
「
障
が
い
者

の
方
が
通
う
作
業
所
を
経
営
し
て
い
ま

す
。
障
が
い
者
が
活
躍
で
き
る
社
会
を

農
業
を
通
じ
て
作
っ
て
い
き
た
い
と
取

組
ん
で
ま
す
」
。
菅菅
原原
壮壮
弘弘
「
地
方
創

生
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
３
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で

く
ゼ
リ
ー
を
見
か
け
た
ら
、
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
。
石石

原原
秀秀
昭昭
「
不
動
産
販
売
の
仲
介
業
を
立

川
で
や
っ
て
い
ま
す
。
立
川
は
『
西
の

新
宿
』
と
言
っ
て
い
ま
す
。
立
川
を
活

性
化
し
て
い
き
ま
す
」
。
若若
野野
貴貴
信信
「

当
社
は
富
山
県
高
岡
市
で
明
治
10
年
よ

り
鋳
造
業
を
営
ん
で
ま
す
。
鋳
物
で
お

困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら

何
な
り
と
お
声
が
け
く
だ
さ
い
」
。 左左かからら原原岡岡和和生生開開志志専専門門職職大大学学教教授授、、吉吉池池信信一一評評議議員員、、

廣廣田田令令子子監監事事、、角角忠忠夫夫むむささしし野野経経営営塾塾長長（（右右））

小小椋椋康康平平のの歌歌声声にに手手拍拍子子、、声声援援がが飛飛びび交交いい、、会会場場
全全体体がが明明るるくく元元気気なな「「飛飛躍躍」」のの空空気気にに包包ままれれたた

倉倉
沢沢
芽芽
久久
美美
「
保
険
の
営
業
を
始
め
て

15
年
経
ち
、
あ
な
た
の
心
の
相
談
役
、

接
客
の
神
様
を
目
指
し
て
ま
す
」
。

20
秒
の
塾
生
の
自
社
Ｐ
Ｒ
に
よ
っ
て

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
が
生
ま
れ
、
人

財
の
輪
を
広
げ
る
機
会
と
な
っ
た
。

司司会会のの松松井井美美樹樹（（代代々々木木３３期期：：左左））
とと倉倉沢沢芽芽久久美美（（沼沼田田４４期期生生：：右右））

代代々々木木３３期期生生ああつつままるる不不動動
産産社社長長のの小小泉泉厚厚子子



令
和
六
年
２
月
14
日
に
西
河
技
術
経
営
塾
講
師
養
成
研
究
会
の

第
４
回
を
財
団
内
会
議
室
に
て
開
催
し
た
。
５
名
の
メ
ン
バ
ー
で

令
和
五
年
12
月
６
日
（
第
１
回
）
か
ら
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
て

い
る
。
開
催
期
限
の
令
和
六
年
９
月
末
ま
で
に
次
世
代
の
講
師
が

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
知
見
を
西
河
技
術
経
営
塾
の
学
習
指
導
要
領

お
よ
び
講
師
養
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
と
し
て
整
理
し
て
い
く
。

財財団団研研究究活活動動

技技
術術
経経
営営
人人
財財
育育
成成
法法
のの
形形
式式
知知
化化

経
営
人
財
を
育
成
す
る
目
的
の
「
西

河
技
術
経
営
塾
」
は
永
続
的
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
本
研
究
会
で
は
西
河
技

術
経
営
塾
の
強
み
を
整
理
し
、
暗
黙
知

と
な
っ
て
い
る
西
河
技
術
経
営
塾
で
の

技
術
経
営
人
財
育
成
の
ハ
ウ
ツ
ー
の
形

式
知
化
（
文
字
化
）
に
取
り
組
む
。

本
研
究
会
で
は
、
図
１
に
示
す
６
点

を
論
点
と
し
て
い
る
。

基基
本本
ココ
ンン
セセ
ププ
トト
のの
整整
理理
とと
再再
確確
認認

第
一
回
研
究
会
で
は
西
河
技
術
経
営

塾
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
、
対
象
と
す
る

塾
生
、
ど
う
い
う
経
営
者
に
育
て
る
の

か
を
代
々
木
校
10
期
、
沼
田
校
４
期
ま

で
の
10
年
間
で
培
っ
て
き
た
も
の
を
整

理
し
て
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
共
通
認
識

と
し
て
再
確
認
を
し
た
。

そ
の
上
で
第
二
回
、
第
三
回
で
は
求

め
ら
れ
る
講
師
像
、
塾
生
の
資
質
や
求

め
る
行
動
、
講
義
構
成
に
つ
い
て
議
論

し
、
多
岐
に
わ
た
る
意
見
が
出
た
。

塾塾
生生
のの
資資
質質
やや
求求
めめ
るる
行行
動動

講
師
像
に
関
し
議
論
し
た
時
、
塾
生

の
資
質
や
求
め
る
行
動
に
つ
い
て
の
意

見
が
多
数
で
て
き
た
。
裏
返
せ
ば
、
そ

れ
を
導
く
の
が
講
師
の
役
目
で
あ
る
。

「
塾
生
が
自
分
は
で
き
て
い
な
い
と
自

覚
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
が
簡
単
で

は
な
い
」
「
２
代
目
社
長
が
従
業
員
と

会
話
が
で
き
る
か
が
成
長
の
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
」
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
踏
ま
え
た
意
見
が
小
平
研
究

員
か
ら
出
た
。

ど
う
い
う
塾
生
が
成
長
す
る
の
か
と

の
議
論
で
は
「
素
直
な
人
が
伸
び
る
」

と
こ
れ
ま
で
表
現
し
て
い
た
が
「
殻
に

こ
も
る
の
が
い
け
な
い
」
と
い
う
表
現

の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
と
見
解
で
一
致

し
た
。
素
直
に
さ
せ
る
た
め
に
は
経
営

学
を
教
え
る
場
合
も
宗
教
家
の
よ
う
に

説
教
が
で
き
な
い
と
い
け
な
い
。
「
素
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直
」
と
は
言
っ
て
も
、
マ
ス
コ
ミ
の
情

報
を
素
直
に
聞
い
て
し
ま
う
の
で
は
な

く
、
そ
の
本
質
を
見
抜
け
る
よ
う
に
な

る
必
要
は
あ
る
と
の
意
見
も
出
た
。

求求
めめ
らら
れれ
るる
講講
師師
像像

求
め
ら
れ
る
講
師
像
の
議
論
で
は
、

講
義
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
講
師
自
身

が
社
会
を
ど
う
し
た
い
か
が
あ
っ
て
も

よ
い
と
い
う
意
見
が
長
谷
川
研
究
員
か

ら
出
さ
れ
た
。
塾
生
か
ら
学
ぶ
姿
勢
が

大
切
と
の
意
見
が
出
さ
れ
共
有
し
た
。

塾
の
中
で
や
っ
て
い
る
の
は
塾
生
に

自
分
の
経
営
課
題
を
明
確
に
さ
せ
た
上

で
10
年
後
30
年
後
に
ど
う
い
う
会
社
に

し
た
い
か
を
あ
ぶ
り
出
す
。
今
ど
う
い

う
ア
ク
シ
ョ
ン
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
か
に
落
と
し
込
み
、
実
際
に
ア
ク
シ

ョ
ン
を
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
切
り
口
で

の
整
理
も
必
要
と
の
意
見
が
松
井
研
究

員
か
ら
あ
っ
た
。

講講
師師
内内
容容
・・
構構
成成
のの
見見
直直
しし
をを
実実
施施

沼
田
校
５
期
（
本
年
３
月
開
校
）
に

向
け
て
、
新
し
い
講
師
が
講
義
で
き
る

こ
と
を
目
指
し
て
講
義
内
容
を
見
直
し

た
。
「
西
河
洋
一
の
経
営
哲
学
」
「
財

務
諸
表
で
の
企
業
実
態
の
分
析
」
の
２

章
を
追
加
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の
３
章
を
２
章

に
縮
小
、
グ
ロ
ー
バ
ル
関
連
の
２
章
を

１
章
に
統
合
し
た
。

経
営
者
と
し
て
成
長
す
る
た
め
に
知

っ
て
お
く
べ
き
内
容
に
つ
い
て
議
論
が

及
び
見
直
し
た
。
初
回
に
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
提
出
物
の
書
き
方

や
メ
ー
ル
返
信
の
マ
ナ
ー
な
ど
の
基
本

に
つ
い
て
教
え
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
「
品
質
管
理
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
」
の
章
で
議
論
す
る
。
広
報
や
Ｐ

Ｒ
や
メ
デ
ィ
ア
と
の
付
き
合
い
方
、
心

構
え
な
ど
を
教
育
し
て
い
く
。

西
河
塾
長
か
ら
「
社
長
を
や
っ
て
い

る
時
は
す
ご
く
楽
し
い
。
そ
の
楽
し
さ

や
面
白
味
を
ど
う
教
え
る
か
」
「
マ
ス

西河技術経営塾講師研究に取り組む

財団・講師養成研究会

西河技術経営塾講師養成研究会（2024.2.14）

誰もが西河技術経営塾の真髄を理解した経営者育成ができる講師になれるようにな
ることを本研究会では目指している。
左から小坂哲平小坂建設㈱代表取締役 、長谷川一英㈱E＆K Associates 代表、
西河洋一理事長、小平和一朗専務理事（座長）。撮影者の松井美樹事務局員を含め
５名のメンバーで「西河技術経営塾研究会は構成されている。

技技
術術
経経
営営
人人
財財
育育
成成
のの

ハハ
ウウ
ツツ
ーー
をを
整整
理理
すす
るる

西河技術経営塾講師養成研究会
１．研究会メンバー

西河 洋一（理事長）、小平 和一朗（座長 専務理事）、
長谷川 一英（㈱E＆A Associates代表）、小坂 哲平（小坂建設㈱代表取締役）
松井 美樹（事務局員）

２．期間 2023年12月6日～2024年９月末
３．開催日 （原則）隔週水曜日 15：00～17：00

令
和
六
年
２
月
14
日
に
西
河
技
術
経
営
塾
講
師
養
成
研
究
会
の

第
４
回
を
財
団
内
会
議
室
に
て
開
催
し
た
。
５
名
の
メ
ン
バ
ー
で

令
和
五
年
12
月
６
日
（
第
１
回
）
か
ら
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
て

い
る
。
開
催
期
限
の
令
和
六
年
９
月
末
ま
で
に
次
世
代
の
講
師
が

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
知
見
を
西
河
技
術
経
営
塾
の
学
習
指
導
要
領

お
よ
び
講
師
養
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
と
し
て
整
理
し
て
い
く
。

財財団団研研究究活活動動

技技
術術
経経
営営
人人
財財
育育
成成
法法
のの
形形
式式
知知
化化

経
営
人
財
を
育
成
す
る
目
的
の
「
西

河
技
術
経
営
塾
」
は
永
続
的
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
本
研
究
会
で
は
西
河
技

術
経
営
塾
の
強
み
を
整
理
し
、
暗
黙
知

と
な
っ
て
い
る
西
河
技
術
経
営
塾
で
の

技
術
経
営
人
財
育
成
の
ハ
ウ
ツ
ー
の
形

式
知
化
（
文
字
化
）
に
取
り
組
む
。

本
研
究
会
で
は
、
図
１
に
示
す
６
点

を
論
点
と
し
て
い
る
。

基基
本本
ココ
ンン
セセ
ププ
トト
のの
整整
理理
とと
再再
確確
認認

第
一
回
研
究
会
で
は
西
河
技
術
経
営

塾
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
、
対
象
と
す
る

塾
生
、
ど
う
い
う
経
営
者
に
育
て
る
の

か
を
代
々
木
校
10
期
、
沼
田
校
４
期
ま

で
の
10
年
間
で
培
っ
て
き
た
も
の
を
整

理
し
て
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
共
通
認
識

と
し
て
再
確
認
を
し
た
。

そ
の
上
で
第
二
回
、
第
三
回
で
は
求

め
ら
れ
る
講
師
像
、
塾
生
の
資
質
や
求

め
る
行
動
、
講
義
構
成
に
つ
い
て
議
論

し
、
多
岐
に
わ
た
る
意
見
が
出
た
。

塾塾
生生
のの
資資
質質
やや
求求
めめ
るる
行行
動動

講
師
像
に
関
し
議
論
し
た
時
、
塾
生

の
資
質
や
求
め
る
行
動
に
つ
い
て
の
意

見
が
多
数
で
て
き
た
。
裏
返
せ
ば
、
そ

れ
を
導
く
の
が
講
師
の
役
目
で
あ
る
。

「
塾
生
が
自
分
は
で
き
て
い
な
い
と
自

覚
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
が
簡
単
で

は
な
い
」
「
２
代
目
社
長
が
従
業
員
と

会
話
が
で
き
る
か
が
成
長
の
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
」
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
踏
ま
え
た
意
見
が
小
平
研
究

員
か
ら
出
た
。

ど
う
い
う
塾
生
が
成
長
す
る
の
か
と

の
議
論
で
は
「
素
直
な
人
が
伸
び
る
」

と
こ
れ
ま
で
表
現
し
て
い
た
が
「
殻
に

こ
も
る
の
が
い
け
な
い
」
と
い
う
表
現

の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
と
見
解
で
一
致

し
た
。
素
直
に
さ
せ
る
た
め
に
は
経
営

学
を
教
え
る
場
合
も
宗
教
家
の
よ
う
に

説
教
が
で
き
な
い
と
い
け
な
い
。
「
素
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直
」
と
は
言
っ
て
も
、
マ
ス
コ
ミ
の
情

報
を
素
直
に
聞
い
て
し
ま
う
の
で
は
な

く
、
そ
の
本
質
を
見
抜
け
る
よ
う
に
な

る
必
要
は
あ
る
と
の
意
見
も
出
た
。

求求
めめ
らら
れれ
るる
講講
師師
像像

求
め
ら
れ
る
講
師
像
の
議
論
で
は
、

講
義
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
講
師
自
身

が
社
会
を
ど
う
し
た
い
か
が
あ
っ
て
も

よ
い
と
い
う
意
見
が
長
谷
川
研
究
員
か

ら
出
さ
れ
た
。
塾
生
か
ら
学
ぶ
姿
勢
が

大
切
と
の
意
見
が
出
さ
れ
共
有
し
た
。

塾
の
中
で
や
っ
て
い
る
の
は
塾
生
に

自
分
の
経
営
課
題
を
明
確
に
さ
せ
た
上

で
10
年
後
30
年
後
に
ど
う
い
う
会
社
に

し
た
い
か
を
あ
ぶ
り
出
す
。
今
ど
う
い

う
ア
ク
シ
ョ
ン
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
か
に
落
と
し
込
み
、
実
際
に
ア
ク
シ

ョ
ン
を
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
切
り
口
で

の
整
理
も
必
要
と
の
意
見
が
松
井
研
究

員
か
ら
あ
っ
た
。

講講
師師
内内
容容
・・
構構
成成
のの
見見
直直
しし
をを
実実
施施

沼
田
校
５
期
（
本
年
３
月
開
校
）
に

向
け
て
、
新
し
い
講
師
が
講
義
で
き
る

こ
と
を
目
指
し
て
講
義
内
容
を
見
直
し

た
。
「
西
河
洋
一
の
経
営
哲
学
」
「
財

務
諸
表
で
の
企
業
実
態
の
分
析
」
の
２

章
を
追
加
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の
３
章
を
２
章

に
縮
小
、
グ
ロ
ー
バ
ル
関
連
の
２
章
を

１
章
に
統
合
し
た
。

経
営
者
と
し
て
成
長
す
る
た
め
に
知

っ
て
お
く
べ
き
内
容
に
つ
い
て
議
論
が

及
び
見
直
し
た
。
初
回
に
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
提
出
物
の
書
き
方

や
メ
ー
ル
返
信
の
マ
ナ
ー
な
ど
の
基
本

に
つ
い
て
教
え
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
「
品
質
管
理
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
」
の
章
で
議
論
す
る
。
広
報
や
Ｐ

Ｒ
や
メ
デ
ィ
ア
と
の
付
き
合
い
方
、
心

構
え
な
ど
を
教
育
し
て
い
く
。

西
河
塾
長
か
ら
「
社
長
を
や
っ
て
い

る
時
は
す
ご
く
楽
し
い
。
そ
の
楽
し
さ

や
面
白
味
を
ど
う
教
え
る
か
」
「
マ
ス

西河技術経営塾講師研究に取り組む

財団・講師養成研究会

西河技術経営塾講師養成研究会（2024.2.14）

誰もが西河技術経営塾の真髄を理解した経営者育成ができる講師になれるようにな
ることを本研究会では目指している。
左から小坂哲平小坂建設㈱代表取締役 、長谷川一英㈱E＆K Associates 代表、
西河洋一理事長、小平和一朗専務理事（座長）。撮影者の松井美樹事務局員を含め
５名のメンバーで「西河技術経営塾研究会は構成されている。

技技
術術
経経
営営
人人
財財
育育
成成
のの

ハハ
ウウ
ツツ
ーー
をを
整整
理理
すす
るる

西河技術経営塾講師養成研究会
１．研究会メンバー

西河 洋一（理事長）、小平 和一朗（座長 専務理事）、
長谷川 一英（㈱E＆A Associates代表）、小坂 哲平（小坂建設㈱代表取締役）
松井 美樹（事務局員）

２．期間 2023年12月6日～2024年９月末
３．開催日 （原則）隔週水曜日 15：00～17：00



財財団団研研究究活活動動

コ
ミ
に
情
報
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て

い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
一
人
一
人
が

考
え
る
話
を
し
た
い
」
と
の
意
見
が
出

た
。
問
題
を
見
つ
け
出
す
能
力
も
必
要

で
共
通
課
題
で
議
論
す
る
ケ
ー
ス
メ
ソ

ッ
ド
に
近
い
こ
と
を
や
っ
て
も
い
い
の

で
は
と
の
意
見
も
で
た
。
具
体
的
な
方

法
等
は
継
続
検
討
と
な
っ
た
。

『『
いい
いい
時時
代代
』』
にに
つつ
いい
てて
教教
ええ
るる

若
い
経
営
者
は
、
い
い
時
代
を
知
ら

な
い
。
中
小
企
業
の
役
割
み
た
い
な
の

を
経
済
学
の
観
点
で
い
う
の
か
社
会
学

の
観
点
で
い
う
の
か
立
ち
位
置
を
塾
の

前
半
で
教
え
た
ほ
う
が
い
い
。

西西
河河
洋洋
一一
のの
経経
営営
哲哲
学学
のの
章章
のの
追追
加加

議
論
の
中
で
、
西
河
塾
長
の
経
営
に

対
す
る
考
え
方
や
姿
勢
な
ど
の
発
言
が

あ
り
、
塾
生
に
教
え
る
べ
き
貴
重
な
内

容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
期
か
ら
追
加

さ
れ
る
「
西
河
洋
一
の
経
営
哲
学
」
の

西河技術経営塾講師養成研究会（2024.2.14）
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財団・講師養成研究会

第第
1122
期期
財財
団団
評評
議議
委委
員員
会会
をを
明明
治治
神神
宮宮
内内
でで
開開
催催

評評議議員員会会開開催催にに先先立立ちち挨挨拶拶すするる西西河河理理事事長長

第
11
期
事
業
報
告
と
第
12
期
の
事
業

計
画
を
審
議
す
る
定
例
評
議
員
会
を
、

令
和
５
年
12
月
13
日
（
水
）
午
後
６
時

か
ら
フ
ォ
レ
ス
ト
テ
ラ
ス
明
治
神
宮
・

椎
の
間
で
開
催
し
た
。

吉
久
保
信
一
評
議
員
、
志
手
一
哉
評

議
員
、
渋
谷
加
津
美
評
議
員
、
小
坂
哲

平
評
議
員
が
出
席
し
、
吉
久
保
評
議
員

が
議
長
と
し
て
互
選
さ
れ
、
第
11
期
事

業
報
告
と
決
算
報
告
が
承
認
、
第
12
期

の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
書
が
承
認
可

決
さ
れ
た
。

中中
小小
企企
業業
のの
経経
営営
者者
育育
成成

昨
今
の
日
本
は
経
営
陣
を
含
め
て
硬

直
化
し
、
未
来
が
描
け
て
な
い
会
社
を

見
受
け
る
。
企
業
が
生
き
残
る
に
は
経

営
者
自
ら
が
、
大
変
革
の
波
を
引
き
起

こ
す
必
要
が
あ
る
。
財
団
で
は
中
小
企

業
の
経
営
者
に
狙
い
を
定
め
た
経
営
者

育
成
に
取
り
組
む
。
変
革
の
時
こ
そ
中

小
企
業
が
躍
進
す
る
好
機
で
も
あ
る
と

小
平
和
一
朗
専
務
理
事
が
報
告
。

変変
革革
のの
時時
ここ
そそ
、、
中中
小小
企企
業業
がが
躍躍
進進
すす
るる
好好
機機評評議議員員会会議議長長にに就就任任ししたた

吉吉久久保保信信一一評評議議員員
右右かからら小小平平専専務務理理事事、、廣廣田田監監事事、、小小坂坂評評議議員員

暗暗
黙黙
知知
のの
形形
式式
知知
化化
へへ
のの
取取
りり
組組
みみ

第
12
期
の
事
業
計
画
で
前
年
度
に
本

格
的
に
取
り
組
み
を
開
始
し
た
西
河
技

術
経
営
塾
の
暗
黙
知
の
形
式
知
化
に
取

り
組
み
次
世
代
の
講
師
陣
の
育
成
に
役

立
つ
教
材
づ
く
り
を
行
う
。
時
代
の
変

容
に
対
応
で
き
る
講
義
内
容
の
見
直
し

と
、
講
座
内
容
の
充
実
に
取
り
組
む
。

令
和
５
年
12
月
か
ら
「
経
営
塾
講
師
養

成
研
究
会
（
座
長

小
平
和
一
朗
）
」

を
設
立
が
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

章
中
に
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。

自
分
で
動
く
人
が
多
い
。
社
員
や
ス

テ
ー
ク
ス
ホ
ル
ダ
ー
を
う
ま
く
使
う
の

が
経
営
で
あ
る
。
経
営
は
常
に
い
ろ
ん

な
問
題
が
降
り
か
か
っ
て
き
て
右
か
左

か
を
選
ぶ
。
そ
れ
の
繰
り
返
し
。
会
社

を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
と
き
は
す
ご
い

問
題
が
山
積
み
に
な
っ
て
く
る
。
社
長

と
し
て
判
断
し
て
、
そ
れ
を
見
て
。
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

ア
イ
デ
ィ
ア
を
求
め
て
ア
ン
テ
ナ
を

張
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
会

社
が
良
く
な
る
と
思
っ
た
ら
そ
れ
を
徹

底
的
に
や
ら
せ
る
。
た
だ
権
力
で
人
を

動
か
そ
う
と
す
る
と
、
結
局
後
か
ら
パ

ワ
ハ
ラ
と
訴
え
ら
れ
る
か
ら
、
注
意
が

必
要
で
あ
る
。

常
に
反
対
意
見
を
言
う
人
が
い
る
。

気
に
入
ら
な
く
て
も
傍
に
置
い
て
文
句

を
言
わ
せ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
刺
激
さ

図図１１ 塾塾講講師師養養成成研研究究会会のの論論点点

れ
る
。
本
当
に
ど

う
な
の
か
は
自
分

で
調
べ
る
こ
と
を

怠
っ
て
は
な
ら
な

い
。

次次
回回
第第
５５
回回

講講
義義
のの
暗暗
黙黙
知知
のの

形形
式式
知知
化化
をを
議議
論論

第
５
回
は
令
和

６
年
３
月
６
日
に

開
催
の
予
定
で
あ

る
。
暗
黙
知
と
な

っ
て
い
る
部
分
を

洗
い
出
し
、
講
師

に
求
め
ら
れ
る
姿

勢
や
要
件
に
つ
い

て
議
論
す
る
。
議

論
の
成
果
を
沼
田

校
5
期
に
反
映
。

財財団団研研究究活活動動

コ
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に
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報
が
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て
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る
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が
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」
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の
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者
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な
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の
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の
か
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の
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で
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前
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う
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。
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のの
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のの
追追
加加
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中
で
、
西
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塾
長
の
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対
す
る
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方
や
姿
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な
ど
の
発
言
が

あ
り
、
塾
生
に
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重
な
内

容
で
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ら
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次
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追
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式
知
化
に
取

り
組
み
次
世
代
の
講
師
陣
の
育
成
に
役

立
つ
教
材
づ
く
り
を
行
う
。
時
代
の
変

容
に
対
応
で
き
る
講
義
内
容
の
見
直
し

と
、
講
座
内
容
の
充
実
に
取
り
組
む
。

令
和
５
年
12
月
か
ら
「
経
営
塾
講
師
養

成
研
究
会
（
座
長

小
平
和
一
朗
）
」

を
設
立
が
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

章
中
に
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。

自
分
で
動
く
人
が
多
い
。
社
員
や
ス

テ
ー
ク
ス
ホ
ル
ダ
ー
を
う
ま
く
使
う
の

が
経
営
で
あ
る
。
経
営
は
常
に
い
ろ
ん

な
問
題
が
降
り
か
か
っ
て
き
て
右
か
左

か
を
選
ぶ
。
そ
れ
の
繰
り
返
し
。
会
社

を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
と
き
は
す
ご
い

問
題
が
山
積
み
に
な
っ
て
く
る
。
社
長

と
し
て
判
断
し
て
、
そ
れ
を
見
て
。
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

ア
イ
デ
ィ
ア
を
求
め
て
ア
ン
テ
ナ
を

張
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
会

社
が
良
く
な
る
と
思
っ
た
ら
そ
れ
を
徹

底
的
に
や
ら
せ
る
。
た
だ
権
力
で
人
を

動
か
そ
う
と
す
る
と
、
結
局
後
か
ら
パ

ワ
ハ
ラ
と
訴
え
ら
れ
る
か
ら
、
注
意
が

必
要
で
あ
る
。

常
に
反
対
意
見
を
言
う
人
が
い
る
。

気
に
入
ら
な
く
て
も
傍
に
置
い
て
文
句

を
言
わ
せ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
刺
激
さ

図図１１ 塾塾講講師師養養成成研研究究会会のの論論点点

れ
る
。
本
当
に
ど

う
な
の
か
は
自
分

で
調
べ
る
こ
と
を

怠
っ
て
は
な
ら
な

い
。

次次
回回
第第
５５
回回

講講
義義
のの
暗暗
黙黙
知知
のの

形形
式式
知知
化化
をを
議議
論論

第
５
回
は
令
和

６
年
３
月
６
日
に

開
催
の
予
定
で
あ

る
。
暗
黙
知
と
な

っ
て
い
る
部
分
を

洗
い
出
し
、
講
師

に
求
め
ら
れ
る
姿

勢
や
要
件
に
つ
い

て
議
論
す
る
。
議

論
の
成
果
を
沼
田

校
5
期
に
反
映
。
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一
つ
の
酒
造
場
所
に
は
酒
の
製
造
免

許
が
一
つ
し
か
与
え
ら
れ
な
い
の
で
岩

手
銘
醸
は
一
関
市
千
厩
（
せ
ん
ま
や
）

に
あ
る
工
場
の
製
造
免
許
を
一
時
的
に

酔
仙
酒
造
に
譲
り
、
酔
仙
酒
造
が
そ
の

場
所
で
酒
づ
く
り
を
始
め
た
。

岩
手
銘
醸
の
社
長
は
「
こ
れ
以
上
岩

手
県
の
製
造
者
数
が
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
ら
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
け
な
く
な

る
。
業
界
全
体
が
全
部
駄
目
に
な
っ
て

し
ま
う
。
１
社
で
も
、
残
そ
う
と
考
え

た
」
と
言
っ
た
。

海
外
で
は
「
な
ぜ
助
け
た
ん
だ
」
と

い
う
意
見
が
出
る
。
一
番
が
ダ
メ
に
な

れ
ば
自
分
が
一
番
に
な
れ
る
。
し
か
し

酔
仙
酒
造
の
社
長
は
「
自
分
だ
け
1
人

生
き
て
い
っ
て
も
あ
ま
り
良
い
も
の
に

は
な
ら
な
い
切
磋
琢
磨
し
て
こ
そ
」
と

い
う
。

８８
家家
でで
創創
業業
・・
キキ
ッッ
ココ
ーー
ママ
ンン

高
梨
家
が
１
６
０
０
年
代
に
野
田
の

地
で
醤
油
製
造
を
始
め
た
。
茂
木
の
６

家
と
高
梨
と
堀
切
家
の
８
家
が
野
田
醤

油
㈱
を
１
９
１
７
年
に
設
立
し
た
。

ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
っ
た
複
数
の
家

族
が
事
業
に
携
わ
る
と
、
必
ず
主
導
権

争
い
が
起
こ
る
。
能
力
の
な
い
人
が
経

営
に
携
わ
る
こ
と
だ
け
は
避
け
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
に
は
不

文
律
が
あ
る
。
創
業
家
の
８
家
か
ら
入

社
で
き
る
の
は
1
世
代
に
1
人
。
つ
ま

り
兄
弟
が
２
人
い
て
も
１
人
し
か
入
社

で
き
な
い
。
創
業
家
で
あ
っ
て
も
役
員

に
な
る
保
証
は
な
い
。
役
員
に
な
っ
て

も
社
長
に
な
れ
る
保
証
は
な
い
。
適
任

者
が
い
れ
ば
創
業
家
出
身
者
に
こ
だ
わ

ら
な
い
。
従
っ
て
創
業
家
で
な
い
社
長

も
い
る
。
こ
の
不
文
律
を
今
も
守
っ
て

い
る
。
こ
う
な
る
と
各
家
は
優
秀
な
人

材
を
輩
出
す
る
た
め
に
教
育
に
熱
心
に

な
る
。
ど
の
家
庭
も
教
育
に
熱
心
だ
そ

う
だ
。
ま
た
、
地
域
の
た
め
、
銀
行
、

病
院
、
消
防
、
鉄
道
も
水
道
事
業
も
や

っ
て
い
た
。

人人
気気
のの
温温
泉泉
地地
・・
城城
崎崎
温温
泉泉

城
崎
温
泉
、
江
戸
時
代
に
は
幕
府
直

轄
の
天
領
地
。
平
安
の
頃
か
ら
身
分
の

高
い
人
が
、
こ
の
城
崎
温
泉
に
来
た
。

城
崎
温
泉
は
千
年
以
上
の
歴
史
を
誇

る
温
泉
地
で
「
古
ま
ん
」
と
い
う
旅
館

が
最
も
古
い
。
20
軒
ぐ
ら
い
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
が
三
百
年
以
上
に

わ
た
っ
て
営
業
を
続
け
て
い
る
。

城
崎
温
泉
は
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人

企業同士が協力的なのは間接互恵が働くから

財団・地方創生研究会

地地方方創創生生研研究究会会（（22002233..1122..88））

講講師師のの森森下下ああやや子子教教授授

図図２２ 110000年年以以上上続続くく企企業業（（国国際際比比較較））

研
究
会
に
参
加
し
た
の
は
西
河
洋
一

理
事
長
、
吉
池
富
士
夫
座
長
、
小
平
和

一
朗
専
務
理
事
、
淺
野
昌
宏
理
事
、
山

中
隆
俊
理
事
、
石
井
唯
行
委
員
、
小
坂

哲
平
委
員
、
渋
谷
加
津
美
事
務
局
員
。

【【
講講
演演
】】
講講
師師
（（
森森
下下
））
今今
日日
はは
地
方

創
生
と
い
う
文
脈
で
長
寿
企
業
の
持
続

戦
略
、
地
域
密
着
の
洗
練
さ
れ
た
協
力

戦
略
に
つ
い
て
話
す
。
最
近
長
寿
企
業

が
有
名
に
な
っ
て
き
た
。

日日
本本
のの
長長
寿寿
企企
業業
はは
５５
万万
社社
でで
世世
界界
一一

日
本
の
長
寿
企
業
数
は
世
界
一
と
言

わ
れ
て
い
る
。
千
年
以
上
続
く
企
業
が

20
社
位
あ
る
。
五
百
年
が
百
四
十
七
社

百
年
以
上
は
４
万
３
千
社
位
。
小
さ
い

企
業
も
入
れ
る
と
５
万
社
位
は
あ
る
。

国
際
比
較
の
場
合
は
色
々
な
条
件
が

あ
り
数
字
は
変
わ
る
が
、
百
年
以
上
は

日
本
が
ダ
ン
ト
ツ
1
位
だ
。
（
図
２
）

事
例
と
し
て
震
災
後
の
あ
る
酒
造
メ

ー
カ
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
と
城
崎
温
泉
を

紹
介
す
る
。
城
崎
温
泉
に
関
す
る
研
究

で
は
海
外
の
学
会
で
も
注
目
を
い
た
だ

き
学
会
で
賞
（
注
1
）
を
頂
戴
し
た
。

東東
日日
本本
震震
災災
後後
のの
企企
業業
・・
酔酔
仙仙
酒酒
造造

酔
仙
酒
造
は
震
災
前
に
は
陸
前
高
田

に
本
社
が
あ
っ
た
。
震
災
後
に
大
船
渡

に
本
社
が
移
る
。
酔
仙
酒
造
は
品
評
会

で
賞
を
取
る
よ
う
な
地
域
で
は
優
秀
な

酒
造
会
社
で
あ
る
。
酔
仙
酒
造
は
「
気

仙
地
方
」
に
あ
っ
た
８
軒
の
造
り
酒
屋

が
１
９
４
４
年
に
合
併
し
誕
生
し
た
。

震
災
で
７
名
の
従
業
員
が
亡
く
な
り

建
物
と
設
備
も
津
波
で
全
部
な
く
な
っ

た
。
震
災
か
ら
1
年
後
に
社
長
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
「
何
と
か
歴
史
だ
け

は
繋
ぎ
た
い
っ
て
い
う
思
い
で
頑
張
っ

て
い
る
」
と
答
え
る
。

地
震
の
と
き
に
こ
の
会
社
を
救
っ
た

の
が
岩
手
県
で
有
名
な
酒
蔵
会
社
の
岩

手
銘
醸
で
あ
る
。
岩
手
銘
醸
と
い
う
老

舗
の
酒
蔵
が
援
助
を
申
し
出
た
。

令
和
５
年
12
月
８
日
、
第
８
回

目
と
な
る
地
方
創
生
研
究
会
（
座

長
吉
池
富
士
夫
）
を
財
団
内
会
議

室
に
て
開
催
し
た
。
日
本
経
済
大

学
大
学
院
の
森
下
あ
や
子
教
授
を

迎
え
『
長
寿
企
業
の
持
続
戦
略

—
地
域
密
着
の
洗
練
さ
れ
た
協
力
戦

略—
』
と
題
し
報
告
を
受
け
た
。

第第８８回回地地方方創創生生研研究究会会
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一
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酒
造
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免
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し
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の
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関
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せ
ん
ま
や
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に
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場
の
製
造
免
許
を
一
時
的
に

酔
仙
酒
造
に
譲
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、
酔
仙
酒
造
が
そ
の

場
所
で
酒
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を
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。

岩
手
銘
醸
の
社
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は
「
こ
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以
上
岩

手
県
の
製
造
者
数
が
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
ら
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
け
な
く
な

る
。
業
界
全
体
が
全
部
駄
目
に
な
っ
て

し
ま
う
。
１
社
で
も
、
残
そ
う
と
考
え

た
」
と
言
っ
た
。

海
外
で
は
「
な
ぜ
助
け
た
ん
だ
」
と

い
う
意
見
が
出
る
。
一
番
が
ダ
メ
に
な

れ
ば
自
分
が
一
番
に
な
れ
る
。
し
か
し

酔
仙
酒
造
の
社
長
は
「
自
分
だ
け
1
人

生
き
て
い
っ
て
も
あ
ま
り
良
い
も
の
に

は
な
ら
な
い
切
磋
琢
磨
し
て
こ
そ
」
と

い
う
。

８８
家家
でで
創創
業業
・・
キキ
ッッ
ココ
ーー
ママ
ンン

高
梨
家
が
１
６
０
０
年
代
に
野
田
の

地
で
醤
油
製
造
を
始
め
た
。
茂
木
の
６

家
と
高
梨
と
堀
切
家
の
８
家
が
野
田
醤

油
㈱
を
１
９
１
７
年
に
設
立
し
た
。

ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
っ
た
複
数
の
家

族
が
事
業
に
携
わ
る
と
、
必
ず
主
導
権

争
い
が
起
こ
る
。
能
力
の
な
い
人
が
経

営
に
携
わ
る
こ
と
だ
け
は
避
け
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
に
は
不

文
律
が
あ
る
。
創
業
家
の
８
家
か
ら
入

社
で
き
る
の
は
1
世
代
に
1
人
。
つ
ま

り
兄
弟
が
２
人
い
て
も
１
人
し
か
入
社

で
き
な
い
。
創
業
家
で
あ
っ
て
も
役
員

に
な
る
保
証
は
な
い
。
役
員
に
な
っ
て

も
社
長
に
な
れ
る
保
証
は
な
い
。
適
任

者
が
い
れ
ば
創
業
家
出
身
者
に
こ
だ
わ

ら
な
い
。
従
っ
て
創
業
家
で
な
い
社
長

も
い
る
。
こ
の
不
文
律
を
今
も
守
っ
て

い
る
。
こ
う
な
る
と
各
家
は
優
秀
な
人

材
を
輩
出
す
る
た
め
に
教
育
に
熱
心
に

な
る
。
ど
の
家
庭
も
教
育
に
熱
心
だ
そ

う
だ
。
ま
た
、
地
域
の
た
め
、
銀
行
、

病
院
、
消
防
、
鉄
道
も
水
道
事
業
も
や

っ
て
い
た
。

人人
気気
のの
温温
泉泉
地地
・・
城城
崎崎
温温
泉泉

城
崎
温
泉
、
江
戸
時
代
に
は
幕
府
直

轄
の
天
領
地
。
平
安
の
頃
か
ら
身
分
の

高
い
人
が
、
こ
の
城
崎
温
泉
に
来
た
。

城
崎
温
泉
は
千
年
以
上
の
歴
史
を
誇

る
温
泉
地
で
「
古
ま
ん
」
と
い
う
旅
館

が
最
も
古
い
。
20
軒
ぐ
ら
い
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
が
三
百
年
以
上
に

わ
た
っ
て
営
業
を
続
け
て
い
る
。

城
崎
温
泉
は
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人

企業同士が協力的なのは間接互恵が働くから
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研
究
会
に
参
加
し
た
の
は
西
河
洋
一

理
事
長
、
吉
池
富
士
夫
座
長
、
小
平
和

一
朗
専
務
理
事
、
淺
野
昌
宏
理
事
、
山

中
隆
俊
理
事
、
石
井
唯
行
委
員
、
小
坂

哲
平
委
員
、
渋
谷
加
津
美
事
務
局
員
。

【【
講講
演演
】】
講講
師師
（（
森森
下下
））
今今
日日
はは
地
方

創
生
と
い
う
文
脈
で
長
寿
企
業
の
持
続

戦
略
、
地
域
密
着
の
洗
練
さ
れ
た
協
力

戦
略
に
つ
い
て
話
す
。
最
近
長
寿
企
業

が
有
名
に
な
っ
て
き
た
。

日日
本本
のの
長長
寿寿
企企
業業
はは
５５
万万
社社
でで
世世
界界
一一

日
本
の
長
寿
企
業
数
は
世
界
一
と
言

わ
れ
て
い
る
。
千
年
以
上
続
く
企
業
が

20
社
位
あ
る
。
五
百
年
が
百
四
十
七
社

百
年
以
上
は
４
万
３
千
社
位
。
小
さ
い

企
業
も
入
れ
る
と
５
万
社
位
は
あ
る
。

国
際
比
較
の
場
合
は
色
々
な
条
件
が

あ
り
数
字
は
変
わ
る
が
、
百
年
以
上
は

日
本
が
ダ
ン
ト
ツ
1
位
だ
。
（
図
２
）

事
例
と
し
て
震
災
後
の
あ
る
酒
造
メ

ー
カ
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
と
城
崎
温
泉
を

紹
介
す
る
。
城
崎
温
泉
に
関
す
る
研
究

で
は
海
外
の
学
会
で
も
注
目
を
い
た
だ

き
学
会
で
賞
（
注
1
）
を
頂
戴
し
た
。

東東
日日
本本
震震
災災
後後
のの
企企
業業
・・
酔酔
仙仙
酒酒
造造

酔
仙
酒
造
は
震
災
前
に
は
陸
前
高
田

に
本
社
が
あ
っ
た
。
震
災
後
に
大
船
渡

に
本
社
が
移
る
。
酔
仙
酒
造
は
品
評
会

で
賞
を
取
る
よ
う
な
地
域
で
は
優
秀
な

酒
造
会
社
で
あ
る
。
酔
仙
酒
造
は
「
気

仙
地
方
」
に
あ
っ
た
８
軒
の
造
り
酒
屋

が
１
９
４
４
年
に
合
併
し
誕
生
し
た
。

震
災
で
７
名
の
従
業
員
が
亡
く
な
り

建
物
と
設
備
も
津
波
で
全
部
な
く
な
っ

た
。
震
災
か
ら
1
年
後
に
社
長
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
「
何
と
か
歴
史
だ
け

は
繋
ぎ
た
い
っ
て
い
う
思
い
で
頑
張
っ

て
い
る
」
と
答
え
る
。

地
震
の
と
き
に
こ
の
会
社
を
救
っ
た

の
が
岩
手
県
で
有
名
な
酒
蔵
会
社
の
岩

手
銘
醸
で
あ
る
。
岩
手
銘
醸
と
い
う
老

舗
の
酒
蔵
が
援
助
を
申
し
出
た
。

令
和
５
年
12
月
８
日
、
第
８
回

目
と
な
る
地
方
創
生
研
究
会
（
座

長
吉
池
富
士
夫
）
を
財
団
内
会
議

室
に
て
開
催
し
た
。
日
本
経
済
大

学
大
学
院
の
森
下
あ
や
子
教
授
を

迎
え
『
長
寿
企
業
の
持
続
戦
略

—

地
域
密
着
の
洗
練
さ
れ
た
協
力
戦

略—

』
と
題
し
報
告
を
受
け
た
。

第第８８回回地地方方創創生生研研究究会会
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財財団団研研究究活活動動

に
人
気
が
あ
る
。
半
径
５
百
ｍ
の
範
囲

に
７
つ
の
外
湯
と
77
軒
の
旅
館
、
約
40

軒
の
土
産
物
屋
や
飲
食
店
が
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉
駅
が
あ
り
川
沿
い
に

温
泉
宿
が
広
が
っ
て
い
る
。
「
駅
が
玄

関
、
道
は
廊
下
、
土
産
物
屋
は
売
店
、

外
湯
は
大
浴
場
、
飲
食
店
が
食
堂
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
客
を
宿
の
中
に
囲

い
込
ま
ず
小
さ
な
商
店
で
も
商
売
が
成

り
立
つ
よ
う
に
し
て
い
る
。
最
近
ま
で

土
産
売
り
場
を
旅
館
の
中
に
持
た
な
か

っ
た
。
今
で
も
定
価
で
売
り
、
安
売
り

は
し
な
い
。
歴
史
的
に
は
内
湯
を
作
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
「
駅
は
玄
関
、
道
は

廊
下
」
と
い
う
共
存
共
栄
の
精
神
が
こ

の
町
を
救
っ
て
き
た
。
城
崎
温
泉
は
、

余
り
泉
源
が
太
く
な
い
の
で
、
温
泉
を

維
持
す
る
た
め
に
内
湯
（
客
に
開
放
す

る
旅
館
内
の
風
呂
）
を
禁
止
し
外
湯
の

み
と
す
る
と
い
う
共
同
体
の
ル
ー
ル
を

江
戸
時
代
か
ら
決
め
て
い
た
。
明
治
時

代
か
ら
は
湯
島
財
産
区
と
い
う
一
種
の

地
方
自
治
体
を
つ
く
り
共
有
財
産
で
あ

る
温
泉
を
管
理
し
て
き
た
。

地方創生研究会（2023.12.8）
財団・地方創生研究会

（注1）Asia Pacific Family Business Symposium 2023にて”Best Paper Award”を受賞した

【【
質質
疑疑
応応
答答
】】
座座
長長
（（
吉吉
池池
））
城
崎
は

身
の
丈
の
経
営
が
根
付
い
て
い
る
。

講講
師師
（（
森森
下下
））
元
気
の
な
い
温
泉
は
大

型
ホ
テ
ル
の
中
に
土
産
物
屋
か
ら
レ
ス

ト
ラ
ン
か
ら
何
も
か
も
抱
え
込
ん
で
い

る
。
街
歩
き
を
し
な
い
。
城
崎
温
泉
は

地
形
的
に
入
れ
な
か
っ
た
。

（（
吉吉
池池
））
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
が
あ
る
野
田

は
田
ん
ぼ
し
か
な
い
。
江
戸
川
と
利
根

川
の
間
の
貧
し
い
人
た
ち
の
集
ま
り
の

土
地
。
醤
油
を
運
河
を
使
っ
て
江
戸
に

送
っ
た
。
そ
の
出
荷
量
が
増
え
て
く
る

と
従
業
員
が
来
る
。
従
業
員
の
た
め
に

水
道
も
病
院
も
必
要
に
な
る
。
そ
こ
に

工
業
団
地
を
町
と
し
て
作
っ
た
。

講講
師師
（（
森森
下下
））
地
域
の
た
め
で
な
く
、

会
社
の
た
め
に
で
す
か
。

（（
吉吉
池池
））
住
ん
で
る
人
の
70
％
位
は
従

業
員
フ
ァ
ミ
リ
ー
。

定定
住住
がが
間間
接接
互互
恵恵
成成
立立
のの
要要
件件

（（
淺淺
野野
））
間
接
互
恵
が
成
立
す
る
た
め

に
は
定
住
が
ベ
ー
ス
に
な
る
。
中
央
ア

ジ
ア
は
多
民
族
が
行
き
交
う
。
生
活
環

境
が
過
酷
な
砂
漠
で
定
住
で
き
な
い
。

（（
森森
下下
））
繰
り
返
し
、
ゲ
ー
ム
理
論
か

ら
来
て
い
る
。
繰
り
返
す
と
変
わ
る
。

利
他
主
義
が
生
き
る
。

（（
淺淺
野野
））
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
国
は
安

全
で
あ
る
。
大
陸
に
あ
っ
て
は
、
攻
め

込
ま
れ
て
略
奪
さ
れ
て
し
ま
う
。
日
本

の
地
図
的
な
優
位
性
は
大
き
い
。

（（
小小
平平
））
日
本
に
は
企
業
レ
ベ
ル
で
の

助
け
合
い
が
あ
る
。
企
業
同
士
で
戦
っ

て
は
駄
目
で
あ
る
。

（（
西西
河河
））
欧
米
の
よ
う
に
競
争
で
企
業

同
士
を
戦
わ
せ
た
ら
結
局
企
業
は
潰
れ

て
数
が
減
る
。
日
本
人
は
談
合
す
る
。

談
合
や
忖
度
は
悪
い
と
言
う
が
、
共
に

生
き
る
と
い
う
点
で
悪
く
な
い
。
調
整

し
て
過
剰
な
喧
嘩
を
し
な
い
か
ら
適
正

価
格
で
売
る
と
な
る
。
地
域
が
広
く
な

る
と
戦
う
確
率
が
上
が
る
。
小
さ
い
町
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は
共
生
の
可
能
性
が
あ
る
。
四
万
温
泉

も
そ
う
だ
。
あ
る
程
度
こ
ぢ
ん
ま
り
囲

ま
れ
た
中
で
皆
で
巧
く
や
ろ
う
と
い
う

精
神
を
持
つ
と
巧
く
い
く
。

（（
西西
河河
））
鬼
怒
川
温
泉
は
競
争
で
下
げ

て
採
算
性
取
れ
な
く
な
り
、
借
金
が
返

済
で
き
な
く
な
り
、
潰
れ
た
。

（（
森森
下下
））
浅
野
さ
ん
の
中
央
ア
ジ
ア
の

例
は
お
も
し
ろ
い
。
協
力
の
モ
デ
ル
で

競
争
と
協
力
を
ど
う
い
う
数
値
に
す
る

か
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
る
。
環

境
収
容
力
っ
て
い
う
の
が
、
あ
る
負
荷

の
中
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
競
争
す
る
媒
体

が
い
る
か
、
そ
の
濃
度
を
薄
く
し
て
や

る
と
強
い
も
の
だ
け
が
勝
つ
。
混
み
合

っ
て
く
る
と
協
力
す
る
や
つ
が
勝
つ
。

希
薄
だ
と
強
い
も
の
が
勝
つ
。
混
み
合

う
と
裏
切
る
や
つ
は
負
け
る
。

談談
合合
理理
論論
がが
正正
しし
いい
かか

（（
森森
下下
））
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
「
協
力
し
合

い
ま
す
」
と
発
表
し
た
ら
「
談
合
じ
ゃ

な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
。

（（
西西
河河
））
海
外
で
震
災
が
起
き
る
と
ス

ー
パ
ー
行
っ
て
奪
い
合
う
。
日
本
人
は

自
分
の
家
に
残
っ
て
い
る
米
が
あ
っ
た

ら
持
っ
て
い
っ
て
皆
で
分
け
合
う
。

（（
小小
平平
））
日
本
の
強
み
は
そ
こ
に
。
戦

っ
て
相
手
を
負
か
す
の
で
な
く
「
あ
や

め
て
は
い
け
な
い
」
「
人
を
駄
目
に
し

て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
倫
理
観
。

（（
西西
河河
））
高
い
値
段
を
提
示
し
、
維
持

す
る
の
が
カ
ル
テ
ル
で
、
話
し
合
い
適

正
価
格
で
合
意
し
て
や
る
の
が
良
い
。

（（
小小
平平
））
生
き
残
る
た
め
に
日
本
人
は

話
し
合
っ
て
皆
で
や
る
文
化
が
あ
る
。

（（
吉吉
池池
））
日
本
の
や
り
方
の
原
点
は
武

士
道
と
か
礼
節
を
重
ん
じ
る
心
と
か
が

今
に
も
繋
が
っ
て
る
。
日
本
人
に
は
、

は
し
た
な
い
の
風
潮
が
あ
る
。

（（
小小
平平
））
桃
太
郎
の
中
で
、
我
々
も
色

々
な
種
族
を
助
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
量

を
持
っ
た
人
を
集
め
て
行
動
す
る
と
い

う

う
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
る
。
野
田
の

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
で
は
８
社
を
戦
わ
せ
る

の
で
は
な
く
一
緒
に
し
た
。
飯
田
グ
ル

ー
プ
の
６
社
統
合
に
繋
が
る
。

（（
西西
河河
））
分
譲
住
宅
の
売
上
で
は
上
位

で
あ
る
。
飯
田
グ
ル
ー
プ
の
業
種
は
建

築
不
動
産
だ
か
ら
10
％
も
い
か
な
い
。

グ
ル
ー
プ
内
で
叩
き
合
っ
て
も
不
動
産

の
バ
リ
ュ
ー
は
上
ら
な
い
。

（（
小小
平平
））
そ
の
競
争
は
、
住
宅
購
入
者

が
不
利
に
な
る
だ
け
。

モモ
ノノ
づづ
くく
りり
でで
はは
競競
争争
もも
必必
要要

（（
西西
河河
））
（
モ
ノ
づ
く
り
の
）
住
宅
建

設
に
お
い
て
は
競
争
も
大
事
で
あ
る
。

（（
森森
下下
））
競
争
も
大
事
で
あ
る
。
だ
け

ど
競
争
だ
け
で
は
だ
め
で
あ
る
。

（（
西西
河河
））
グ
ル
ー
プ
内
で
の
競
争
は
残

し
て
あ
る
。
６
社
で
全
然
競
争
し
て
な

い
か
と
い
う
と
競
争
は
し
て
い
る
。

（（
小小
平平
））
ど
こ
ま
で
カ
ル
テ
ル
で
許
さ

れ
る
か
は
整
理
で
き
る
の
で
は
。

（（
森森
下下
））
（
海
外
の
学
会
が
）
協
力
モ

デ
ル
に
賞
を
く
れ
る
ぐ
ら
い
だ
か
ら
海

外
の
人
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

（（
西西
河河
））
で
も
日
本
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
な
い
が
、
あ
る
程
度
同
じ
ぐ
ら
い
の

力
を
持
っ
た
企
業
が
最
低
２
社
程
度
い

な
い
と
衰
退
す
る
。

（（
森森
下下
））
競
争
は
大
事
で
あ
る
。

（（
西西
河河
））
競
争
し
て
は
駄
目
と
い
う
話

で
は
な
い
。

（（
小小
平平
））
カ
ル
テ
ル
理
論
が
い
け
な
い

の
は
、
そ
う
い
う
分
野
で
は
成
長
を
止

め
て
し
ま
う
こ
と
だ
。

（（
森森
下下
））
そ
う
で
す
よ
ね
。

（（
西西
河河
））
適
正
競
争
を
す
る
に
は
潰
れ

ち
ゃ
駄
目
だ
。
潰
れ
て
し
ま
う
と
健
全

な
競
争
を
し
な
く
な
る
。

（（
森森
下下
））
今
の
意
見
を
参
考
に
微
分
方

程
式
を
解
く
と
い
ろ
ん
な
論
文
が
書
け

そ
う
で
あ
る
。

【【
特特
別別
寄寄
稿稿
はは
、、
紙紙
面面
のの
都都
合合
でで
おお
休休
みみ
しし
まま
すす
】】

城城崎崎温温泉泉（（出出典典：：豊豊岡岡市市フフォォトトラライイブブララリリーー））
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。
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の
範
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に
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つ
の
外
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と
77
軒
の
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館
、
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40

軒
の
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産
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や
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湯
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で
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が
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に
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近
ま
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に
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長長
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城
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は

身
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経
営
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温
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何
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え
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。
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形
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に
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た
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（（
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キ
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が
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野
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は
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か
な
い
。
江
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川
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利
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間
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の
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に
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の
出
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が
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る

と
従
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が
来
る
。
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業
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の
た
め
に

水
道
も
病
院
も
必
要
に
な
る
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そ
こ
に

工
業
団
地
を
町
と
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た
。
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（（
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下下
））
地
域
の
た
め
で
な
く
、

会
社
の
た
め
に
で
す
か
。

（（
吉吉
池池
））
住
ん
で
る
人
の
70
％
位
は
従

業
員
フ
ァ
ミ
リ
ー
。

定定
住住
がが
間間
接接
互互
恵恵
成成
立立
のの
要要
件件

（（
淺淺
野野
））
間
接
互
恵
が
成
立
す
る
た
め

に
は
定
住
が
ベ
ー
ス
に
な
る
。
中
央
ア

ジ
ア
は
多
民
族
が
行
き
交
う
。
生
活
環

境
が
過
酷
な
砂
漠
で
定
住
で
き
な
い
。

（（
森森
下下
））
繰
り
返
し
、
ゲ
ー
ム
理
論
か

ら
来
て
い
る
。
繰
り
返
す
と
変
わ
る
。

利
他
主
義
が
生
き
る
。

（（
淺淺
野野
））
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
国
は
安

全
で
あ
る
。
大
陸
に
あ
っ
て
は
、
攻
め

込
ま
れ
て
略
奪
さ
れ
て
し
ま
う
。
日
本

の
地
図
的
な
優
位
性
は
大
き
い
。

（（
小小
平平
））
日
本
に
は
企
業
レ
ベ
ル
で
の

助
け
合
い
が
あ
る
。
企
業
同
士
で
戦
っ

て
は
駄
目
で
あ
る
。

（（
西西
河河
））
欧
米
の
よ
う
に
競
争
で
企
業

同
士
を
戦
わ
せ
た
ら
結
局
企
業
は
潰
れ

て
数
が
減
る
。
日
本
人
は
談
合
す
る
。

談
合
や
忖
度
は
悪
い
と
言
う
が
、
共
に

生
き
る
と
い
う
点
で
悪
く
な
い
。
調
整

し
て
過
剰
な
喧
嘩
を
し
な
い
か
ら
適
正

価
格
で
売
る
と
な
る
。
地
域
が
広
く
な

る
と
戦
う
確
率
が
上
が
る
。
小
さ
い
町
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は
共
生
の
可
能
性
が
あ
る
。
四
万
温
泉

も
そ
う
だ
。
あ
る
程
度
こ
ぢ
ん
ま
り
囲

ま
れ
た
中
で
皆
で
巧
く
や
ろ
う
と
い
う

精
神
を
持
つ
と
巧
く
い
く
。

（（
西西
河河
））
鬼
怒
川
温
泉
は
競
争
で
下
げ

て
採
算
性
取
れ
な
く
な
り
、
借
金
が
返

済
で
き
な
く
な
り
、
潰
れ
た
。

（（
森森
下下
））
浅
野
さ
ん
の
中
央
ア
ジ
ア
の

例
は
お
も
し
ろ
い
。
協
力
の
モ
デ
ル
で

競
争
と
協
力
を
ど
う
い
う
数
値
に
す
る

か
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
る
。
環

境
収
容
力
っ
て
い
う
の
が
、
あ
る
負
荷

の
中
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
競
争
す
る
媒
体

が
い
る
か
、
そ
の
濃
度
を
薄
く
し
て
や

る
と
強
い
も
の
だ
け
が
勝
つ
。
混
み
合

っ
て
く
る
と
協
力
す
る
や
つ
が
勝
つ
。

希
薄
だ
と
強
い
も
の
が
勝
つ
。
混
み
合

う
と
裏
切
る
や
つ
は
負
け
る
。

談談
合合
理理
論論
がが
正正
しし
いい
かか

（（
森森
下下
））
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
「
協
力
し
合

い
ま
す
」
と
発
表
し
た
ら
「
談
合
じ
ゃ

な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
。

（（
西西
河河
））
海
外
で
震
災
が
起
き
る
と
ス

ー
パ
ー
行
っ
て
奪
い
合
う
。
日
本
人
は

自
分
の
家
に
残
っ
て
い
る
米
が
あ
っ
た

ら
持
っ
て
い
っ
て
皆
で
分
け
合
う
。

（（
小小
平平
））
日
本
の
強
み
は
そ
こ
に
。
戦

っ
て
相
手
を
負
か
す
の
で
な
く
「
あ
や

め
て
は
い
け
な
い
」
「
人
を
駄
目
に
し

て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
倫
理
観
。

（（
西西
河河
））
高
い
値
段
を
提
示
し
、
維
持

す
る
の
が
カ
ル
テ
ル
で
、
話
し
合
い
適

正
価
格
で
合
意
し
て
や
る
の
が
良
い
。

（（
小小
平平
））
生
き
残
る
た
め
に
日
本
人
は

話
し
合
っ
て
皆
で
や
る
文
化
が
あ
る
。

（（
吉吉
池池
））
日
本
の
や
り
方
の
原
点
は
武

士
道
と
か
礼
節
を
重
ん
じ
る
心
と
か
が

今
に
も
繋
が
っ
て
る
。
日
本
人
に
は
、

は
し
た
な
い
の
風
潮
が
あ
る
。

（（
小小
平平
））
桃
太
郎
の
中
で
、
我
々
も
色

々
な
種
族
を
助
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
量

を
持
っ
た
人
を
集
め
て
行
動
す
る
と
い

う

う
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
る
。
野
田
の

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
で
は
８
社
を
戦
わ
せ
る

の
で
は
な
く
一
緒
に
し
た
。
飯
田
グ
ル

ー
プ
の
６
社
統
合
に
繋
が
る
。

（（
西西
河河
））
分
譲
住
宅
の
売
上
で
は
上
位

で
あ
る
。
飯
田
グ
ル
ー
プ
の
業
種
は
建

築
不
動
産
だ
か
ら
10
％
も
い
か
な
い
。

グ
ル
ー
プ
内
で
叩
き
合
っ
て
も
不
動
産

の
バ
リ
ュ
ー
は
上
ら
な
い
。

（（
小小
平平
））
そ
の
競
争
は
、
住
宅
購
入
者

が
不
利
に
な
る
だ
け
。

モモ
ノノ
づづ
くく
りり
でで
はは
競競
争争
もも
必必
要要

（（
西西
河河
））
（
モ
ノ
づ
く
り
の
）
住
宅
建

設
に
お
い
て
は
競
争
も
大
事
で
あ
る
。

（（
森森
下下
））
競
争
も
大
事
で
あ
る
。
だ
け

ど
競
争
だ
け
で
は
だ
め
で
あ
る
。

（（
西西
河河
））
グ
ル
ー
プ
内
で
の
競
争
は
残

し
て
あ
る
。
６
社
で
全
然
競
争
し
て
な

い
か
と
い
う
と
競
争
は
し
て
い
る
。

（（
小小
平平
））
ど
こ
ま
で
カ
ル
テ
ル
で
許
さ

れ
る
か
は
整
理
で
き
る
の
で
は
。

（（
森森
下下
））
（
海
外
の
学
会
が
）
協
力
モ

デ
ル
に
賞
を
く
れ
る
ぐ
ら
い
だ
か
ら
海

外
の
人
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

（（
西西
河河
））
で
も
日
本
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
な
い
が
、
あ
る
程
度
同
じ
ぐ
ら
い
の

力
を
持
っ
た
企
業
が
最
低
２
社
程
度
い

な
い
と
衰
退
す
る
。

（（
森森
下下
））
競
争
は
大
事
で
あ
る
。

（（
西西
河河
））
競
争
し
て
は
駄
目
と
い
う
話

で
は
な
い
。

（（
小小
平平
））
カ
ル
テ
ル
理
論
が
い
け
な
い

の
は
、
そ
う
い
う
分
野
で
は
成
長
を
止

め
て
し
ま
う
こ
と
だ
。

（（
森森
下下
））
そ
う
で
す
よ
ね
。

（（
西西
河河
））
適
正
競
争
を
す
る
に
は
潰
れ

ち
ゃ
駄
目
だ
。
潰
れ
て
し
ま
う
と
健
全

な
競
争
を
し
な
く
な
る
。

（（
森森
下下
））
今
の
意
見
を
参
考
に
微
分
方

程
式
を
解
く
と
い
ろ
ん
な
論
文
が
書
け

そ
う
で
あ
る
。

【【
特特
別別
寄寄
稿稿
はは
、、
紙紙
面面
のの
都都
合合
でで
おお
休休
みみ
しし
まま
すす
】】

城城崎崎温温泉泉（（出出典典：：豊豊岡岡市市フフォォトトラライイブブララリリーー））

財財団団研研究究活活動動

に
人
気
が
あ
る
。
半
径
５
百
ｍ
の
範
囲

に
７
つ
の
外
湯
と
77
軒
の
旅
館
、
約
40

軒
の
土
産
物
屋
や
飲
食
店
が
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉
駅
が
あ
り
川
沿
い
に

温
泉
宿
が
広
が
っ
て
い
る
。
「
駅
が
玄

関
、
道
は
廊
下
、
土
産
物
屋
は
売
店
、

外
湯
は
大
浴
場
、
飲
食
店
が
食
堂
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
客
を
宿
の
中
に
囲

い
込
ま
ず
小
さ
な
商
店
で
も
商
売
が
成

り
立
つ
よ
う
に
し
て
い
る
。
最
近
ま
で

土
産
売
り
場
を
旅
館
の
中
に
持
た
な
か

っ
た
。
今
で
も
定
価
で
売
り
、
安
売
り

は
し
な
い
。
歴
史
的
に
は
内
湯
を
作
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
「
駅
は
玄
関
、
道
は

廊
下
」
と
い
う
共
存
共
栄
の
精
神
が
こ

の
町
を
救
っ
て
き
た
。
城
崎
温
泉
は
、

余
り
泉
源
が
太
く
な
い
の
で
、
温
泉
を

維
持
す
る
た
め
に
内
湯
（
客
に
開
放
す

る
旅
館
内
の
風
呂
）
を
禁
止
し
外
湯
の

み
と
す
る
と
い
う
共
同
体
の
ル
ー
ル
を

江
戸
時
代
か
ら
決
め
て
い
た
。
明
治
時

代
か
ら
は
湯
島
財
産
区
と
い
う
一
種
の

地
方
自
治
体
を
つ
く
り
共
有
財
産
で
あ

る
温
泉
を
管
理
し
て
き
た
。

地方創生研究会（2023.12.8）
財団・地方創生研究会

（注1）Asia Pacific Family Business Symposium 2023にて”Best Paper Award”を受賞した

【【
質質
疑疑
応応
答答
】】
座座
長長
（（
吉吉
池池
））
城
崎
は

身
の
丈
の
経
営
が
根
付
い
て
い
る
。

講講
師師
（（
森森
下下
））
元
気
の
な
い
温
泉
は
大

型
ホ
テ
ル
の
中
に
土
産
物
屋
か
ら
レ
ス

ト
ラ
ン
か
ら
何
も
か
も
抱
え
込
ん
で
い

る
。
街
歩
き
を
し
な
い
。
城
崎
温
泉
は

地
形
的
に
入
れ
な
か
っ
た
。

（（
吉吉
池池
））
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
が
あ
る
野
田

は
田
ん
ぼ
し
か
な
い
。
江
戸
川
と
利
根

川
の
間
の
貧
し
い
人
た
ち
の
集
ま
り
の

土
地
。
醤
油
を
運
河
を
使
っ
て
江
戸
に

送
っ
た
。
そ
の
出
荷
量
が
増
え
て
く
る

と
従
業
員
が
来
る
。
従
業
員
の
た
め
に

水
道
も
病
院
も
必
要
に
な
る
。
そ
こ
に

工
業
団
地
を
町
と
し
て
作
っ
た
。

講講
師師
（（
森森
下下
））
地
域
の
た
め
で
な
く
、

会
社
の
た
め
に
で
す
か
。

（（
吉吉
池池
））
住
ん
で
る
人
の
70
％
位
は
従

業
員
フ
ァ
ミ
リ
ー
。

定定
住住
がが
間間
接接
互互
恵恵
成成
立立
のの
要要
件件

（（
淺淺
野野
））
間
接
互
恵
が
成
立
す
る
た
め

に
は
定
住
が
ベ
ー
ス
に
な
る
。
中
央
ア

ジ
ア
は
多
民
族
が
行
き
交
う
。
生
活
環

境
が
過
酷
な
砂
漠
で
定
住
で
き
な
い
。

（（
森森
下下
））
繰
り
返
し
、
ゲ
ー
ム
理
論
か

ら
来
て
い
る
。
繰
り
返
す
と
変
わ
る
。

利
他
主
義
が
生
き
る
。

（（
淺淺
野野
））
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
国
は
安

全
で
あ
る
。
大
陸
に
あ
っ
て
は
、
攻
め

込
ま
れ
て
略
奪
さ
れ
て
し
ま
う
。
日
本

の
地
図
的
な
優
位
性
は
大
き
い
。

（（
小小
平平
））
日
本
に
は
企
業
レ
ベ
ル
で
の

助
け
合
い
が
あ
る
。
企
業
同
士
で
戦
っ

て
は
駄
目
で
あ
る
。

（（
西西
河河
））
欧
米
の
よ
う
に
競
争
で
企
業

同
士
を
戦
わ
せ
た
ら
結
局
企
業
は
潰
れ

て
数
が
減
る
。
日
本
人
は
談
合
す
る
。

談
合
や
忖
度
は
悪
い
と
言
う
が
、
共
に

生
き
る
と
い
う
点
で
悪
く
な
い
。
調
整

し
て
過
剰
な
喧
嘩
を
し
な
い
か
ら
適
正

価
格
で
売
る
と
な
る
。
地
域
が
広
く
な

る
と
戦
う
確
率
が
上
が
る
。
小
さ
い
町
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は
共
生
の
可
能
性
が
あ
る
。
四
万
温
泉

も
そ
う
だ
。
あ
る
程
度
こ
ぢ
ん
ま
り
囲

ま
れ
た
中
で
皆
で
巧
く
や
ろ
う
と
い
う

精
神
を
持
つ
と
巧
く
い
く
。

（（
西西
河河
））
鬼
怒
川
温
泉
は
競
争
で
下
げ

て
採
算
性
取
れ
な
く
な
り
、
借
金
が
返

済
で
き
な
く
な
り
、
潰
れ
た
。

（（
森森
下下
））
浅
野
さ
ん
の
中
央
ア
ジ
ア
の

例
は
お
も
し
ろ
い
。
協
力
の
モ
デ
ル
で

競
争
と
協
力
を
ど
う
い
う
数
値
に
す
る

か
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
る
。
環

境
収
容
力
っ
て
い
う
の
が
、
あ
る
負
荷

の
中
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
競
争
す
る
媒
体

が
い
る
か
、
そ
の
濃
度
を
薄
く
し
て
や

る
と
強
い
も
の
だ
け
が
勝
つ
。
混
み
合

っ
て
く
る
と
協
力
す
る
や
つ
が
勝
つ
。

希
薄
だ
と
強
い
も
の
が
勝
つ
。
混
み
合

う
と
裏
切
る
や
つ
は
負
け
る
。

談談
合合
理理
論論
がが
正正
しし
いい
かか

（（
森森
下下
））
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
「
協
力
し
合

い
ま
す
」
と
発
表
し
た
ら
「
談
合
じ
ゃ

な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
。

（（
西西
河河
））
海
外
で
震
災
が
起
き
る
と
ス

ー
パ
ー
行
っ
て
奪
い
合
う
。
日
本
人
は

自
分
の
家
に
残
っ
て
い
る
米
が
あ
っ
た

ら
持
っ
て
い
っ
て
皆
で
分
け
合
う
。

（（
小小
平平
））
日
本
の
強
み
は
そ
こ
に
。
戦

っ
て
相
手
を
負
か
す
の
で
な
く
「
あ
や

め
て
は
い
け
な
い
」
「
人
を
駄
目
に
し

て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
倫
理
観
。

（（
西西
河河
））
高
い
値
段
を
提
示
し
、
維
持

す
る
の
が
カ
ル
テ
ル
で
、
話
し
合
い
適

正
価
格
で
合
意
し
て
や
る
の
が
良
い
。

（（
小小
平平
））
生
き
残
る
た
め
に
日
本
人
は

話
し
合
っ
て
皆
で
や
る
文
化
が
あ
る
。

（（
吉吉
池池
））
日
本
の
や
り
方
の
原
点
は
武

士
道
と
か
礼
節
を
重
ん
じ
る
心
と
か
が

今
に
も
繋
が
っ
て
る
。
日
本
人
に
は
、

は
し
た
な
い
の
風
潮
が
あ
る
。

（（
小小
平平
））
桃
太
郎
の
中
で
、
我
々
も
色

々
な
種
族
を
助
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
量

を
持
っ
た
人
を
集
め
て
行
動
す
る
と
い

う

う
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
る
。
野
田
の

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
で
は
８
社
を
戦
わ
せ
る

の
で
は
な
く
一
緒
に
し
た
。
飯
田
グ
ル

ー
プ
の
６
社
統
合
に
繋
が
る
。

（（
西西
河河
））
分
譲
住
宅
の
売
上
で
は
上
位

で
あ
る
。
飯
田
グ
ル
ー
プ
の
業
種
は
建

築
不
動
産
だ
か
ら
10
％
も
い
か
な
い
。

グ
ル
ー
プ
内
で
叩
き
合
っ
て
も
不
動
産

の
バ
リ
ュ
ー
は
上
ら
な
い
。

（（
小小
平平
））
そ
の
競
争
は
、
住
宅
購
入
者

が
不
利
に
な
る
だ
け
。

モモ
ノノ
づづ
くく
りり
でで
はは
競競
争争
もも
必必
要要

（（
西西
河河
））
（
モ
ノ
づ
く
り
の
）
住
宅
建

設
に
お
い
て
は
競
争
も
大
事
で
あ
る
。

（（
森森
下下
））
競
争
も
大
事
で
あ
る
。
だ
け

ど
競
争
だ
け
で
は
だ
め
で
あ
る
。

（（
西西
河河
））
グ
ル
ー
プ
内
で
の
競
争
は
残

し
て
あ
る
。
６
社
で
全
然
競
争
し
て
な

い
か
と
い
う
と
競
争
は
し
て
い
る
。

（（
小小
平平
））
ど
こ
ま
で
カ
ル
テ
ル
で
許
さ

れ
る
か
は
整
理
で
き
る
の
で
は
。

（（
森森
下下
））
（
海
外
の
学
会
が
）
協
力
モ

デ
ル
に
賞
を
く
れ
る
ぐ
ら
い
だ
か
ら
海

外
の
人
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

（（
西西
河河
））
で
も
日
本
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
な
い
が
、
あ
る
程
度
同
じ
ぐ
ら
い
の

力
を
持
っ
た
企
業
が
最
低
２
社
程
度
い

な
い
と
衰
退
す
る
。

（（
森森
下下
））
競
争
は
大
事
で
あ
る
。

（（
西西
河河
））
競
争
し
て
は
駄
目
と
い
う
話

で
は
な
い
。

（（
小小
平平
））
カ
ル
テ
ル
理
論
が
い
け
な
い

の
は
、
そ
う
い
う
分
野
で
は
成
長
を
止

め
て
し
ま
う
こ
と
だ
。

（（
森森
下下
））
そ
う
で
す
よ
ね
。

（（
西西
河河
））
適
正
競
争
を
す
る
に
は
潰
れ

ち
ゃ
駄
目
だ
。
潰
れ
て
し
ま
う
と
健
全

な
競
争
を
し
な
く
な
る
。

（（
森森
下下
））
今
の
意
見
を
参
考
に
微
分
方

程
式
を
解
く
と
い
ろ
ん
な
論
文
が
書
け

そ
う
で
あ
る
。

【【
特特
別別
寄寄
稿稿
はは
、、
紙紙
面面
のの
都都
合合
でで
おお
休休
みみ
しし
まま
すす
】】

城城崎崎温温泉泉（（出出典典：：豊豊岡岡市市フフォォトトラライイブブララリリーー））
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（注２）

今
年
の
１
月
、
国
際
政
治
学
者
イ
ア

ン
・
ブ
レ
マ
ー
が
社
長
を
つ
と
め
る
調

査
会
社
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
グ
ル
ー
プ
は
、

24
年
の
「
世
界
の
10
大
リ
ス
ク
」
の

ト
ッ
プ
に
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
分
断

「
米
国
の
敵
は
米
国
」
を
選
ん
だ
。
ア

メ
リ
カ
は
分
極
化
と
党
派
対
立
、
政
治

シ
ス
テ
ム
の
機
能
不
全
を
克
服
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
。
残
念
な
が
ら
そ
の
見

通
し
は
明
る
い
と
は
い
え
な
い
。

初
の
女
性
大
統
領
を
狙
う
ニ
ッ

キ
ー
・
ヘ
イ
リ
ー
も
予
備
選
で
は
ト
ラ

ン
プ
に
連
敗
し
「
も
し
ト
ラ
」
の
可
能

性
が
現
実
を
帯
び
始
め
て
い
る
。
民
主

党
も
バ
イ
デ
ン
続
投
の
声
が
大
き
く
、

大
統
領
選
は
４
年
前
と
同
様
の
面
子
で
、

高
齢
の
２
人
の
戦
い
に
な
り
そ
う
だ
。

と
は
い
え
、
こ
の
分
断
は
二
大
政
党

の
衝
突
と
い
う
単
純
な
構
図
で
は
な
い
。

政
治
学
者
マ
イ
ケ
ル
・
リ
ン
ド
に
い
わ

せ
れ
ば
、
こ
れ
は
国
内
の
上
級
階
級
と

労
働
者
階
級
の
あ
い
だ
の
「
新
し
い
階

級
闘
争
」
（
注
３
）
で
あ
る
。
新
自
由

主
義
の
も
と
で
進
め
ら
れ
た
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
「
勝
者
」
と
な
っ
た
少
数
の
管

理
者
（
経
営
者
）
エ
リ
ー
ト
と
、
「
敗

者
」
と
な
っ
た
大
多
数
の
労
働
者
階
級

の
対
立
だ
。
も
っ
と
も
数
の
論
理
で
い

え
ば
、
労
働
者
階
級
が
団
結
す
れ
ば
、

上
流
階
級
に
対
し
て
選
挙
で
優
位
に
立

て
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
し
か
し
ア
メ

リ
カ
の
労
働
者
階
級
は
、
宗
教
、
地
域
、

人
種
、
民
族
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
鋭
く
分
裂
し
て
い
る
。

国
内
の
労
働
者
と
移
民
と
の
間
で
、
仕

事
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
地
位
を
め
ぐ
る

奪
い
合
い
が
激
し
さ
を
増
し
、
数
で
劣

る
エ
リ
ー
ト
に
有
利
に
働
い
て
い
る
。

リ
ン
ド
は
人
種
や
宗
教
の
異
な
る
大

多
数
の
労
働
者
階
級
が
か
つ
て
持
っ
て

い
た
「
拮
抗
力
」
を
取
り
戻
す
必
要
性

を
訴
え
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
１
９
８
０

年
代
か
ら
約
30
年
間
、
大
統
領
、
副
大

統
領
、
国
務
長
官
の
ほ
と
ん
ど
を
ブ
ッ

シ
ュ
家
と
ク
リ
ン
ト
ン
家
の
人
物
が
務

め
て
き
た
。
こ
の
間
、
労
働
者
階
級
の

所
得
は
低
迷
し
、
オ
フ
シ
ョ
ア
リ
ン
グ

に
よ
っ
て
欧
米
の
製
造
業
は
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
。
世
界
金
融
危
機
に
よ

る
経
済
崩
壊
や
複
数
の
悲
惨
な
戦
争
も

経
験
し
た
。
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
は

共
和
党
の
予
備
選
で
ブ
ッ
シ
ュ
家
の

ジ
ェ
ブ
・
ブ
ッ
シ
ュ
を
、
本
選
で
は
民

主
党
の
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
を

破
っ
て
大
統
領
に
な
っ
た
。
多
く
の
有

権
者
は
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
新
自
由

主
義
の
政
策
サ
イ
ク
ル
を
断
ち
切
り
た

い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
支

持
者
た
ち
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
エ

リ
ー
ト
支
配
に
対
す
る
当
然
の
反
動
で

あ
っ
た
と
リ
ン
ド
は
主
張
す
る
。
し
か

し
、
ト
ラ
ン
プ
的
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に

も
限
界
は
あ
る
。
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
の
デ

マ
ゴ
ー
グ
は
不
満
の
代
弁
者
に
は
な
れ

て
も
上
流
階
級
が
支
配
す
る
新
自
由
主

義
に
代
わ
る
安
定
的
な
制
度
的
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ブ
を
作
り
だ
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
が
得
意
な
の
は
、

選
挙
活
動
で
あ
っ
て
統
治
で
は
な
い
と

い
う
リ
ン
ド
の
言
葉
は
重
い
。

真
の
階
級
平
和
を
実
現
す
る
に
は
、

経
済
・
政
治
・
文
化
と
い
っ
た
社
会
権

力
の
三
つ
の
領
域
す
べ
て
に
お
い
て
、

大
学
教
育
を
受
け
て
い
な
い
大
多
数
の

人
々
に
意
思
決
定
権
を
取
り
戻
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
現
代
の
ア
メ
リ
カ
に
１

９
７
０
年
以
前
の
民
主
的
多
元
主
義
を

復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
分
断

国
家
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
そ
れ
が
途

方
も
な
い
難
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
独
占
的
な
エ
リ
ー
ト
か

ら
民
主
主
義
を
取
り
戻
す
必
要
性
に
は

強
く
同
意
す
る
。

編編集集後後記記

一一般般財財団団法法人人
アアーーネネスストト育育成成財財団団

案案内内

塾塾
沼沼
田田
校校
第第
５５
期期
開開
講講

３
月
9
日
（
土
）
西
河

技
術
経
営
塾
（
沼
田
校
）

の
第
５
期
生
の
開
校
式
を

来
賓
に
星
野
稔
沼
田
市
長

を
迎
え
て
行
う
。
３
名
が

入
塾
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
期
か
ら
は
、
沼
田
市
役

所
の
テ
ラ
ス
沼
田
で
開
講

す
る
。

西西
河河
技技
術術
経経
営営
塾塾
講講
師師
養養
成成
研研
究究
会会

第
１
回
目
の
研
究
会
２
０
２
３
年
12

月
６
日
に
財
団
内
会
議
室
で
開
催
し
た
。

２
月
14
日
の
第
４
回
で
は
講
義
構
成
の

見
直
し
議
論
を
し
た
。

変変
革革
にに
耐耐
ええ
らら
れれ
るる
経経
営営
のの
研研
究究

日
本
経
済
は
予
測
で
き
な
い
社
会
環

境
の
変
化
の
中
に
あ
る
。
財
団
が
取
組

む
技
術
経
営
人
財
育
成
の
重
要
性
が
増

し
て
い
る
。
変
革
の
嵐
に
耐
え
ら
え
る

経
営
と
は
何
か
を
研
究
し
、
そ
の
知
見

を
い
か
に
経
営
者
に
教
え
る
か
が
問
わ

れ
て
い
る
。
『
風
の
時
代
の
嵐
に
耐
え

ら
れ
る
企
業
経
営
と
は
何
か
』
を
研
究

す
る
た
め
の
準
備
会
合
を
企
画
し
た
。

委
員
は
西
河
理
事
長
、
吉
池
富
士
夫
芝

浦
工
業
大
学
理
事
、
森
下
あ
や
子
日
本

経
済
大
学
教
授
、
小
平
専
務
理
事
の
４

名
で
、
森
下
が
座
長
に
就
任
す
る
。

（注２） 明治大学政治経済学部専任講師・博士（経済学）、（注３）マイケル・リンド著、中野剛志解説、施光恒監訳、寺下滝郎訳、2022『新し
い階級闘争－大都市エリートから民主主義を守る』東洋経済新報社

新
年
賀
詞
交
歓
会
で
中
締
め

を
担
当
し
た
。
「
本
日
は
新
年

賀
詞
交
歓
会
に
お
越
し
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
財

団
専
務
理
事
の
小
平
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
交
流
の
輪
は

広
が
っ
て
い
る
最
中
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
中
締
め
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

わ
た
く
し
昨
年
は
、
今
ま
で
お
付
き
合

い
が
無
か
っ
た
異
業
種
の
著
名
人
に
沢

山
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
交
流
を
通
じ
て
新
鮮
な
学
び
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（
本
年
は
）

新
し
い
風
に
乗
っ
て
、
財
団
は
日
本
を

元
気
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
凄
腕
の
技

術
経
営
人
財
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
本
日
参
加
の
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
能
登
半
島
地
震

で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
の
一
日
も

早
い
復
旧
と
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
致

し
ま
し
て
、
締
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
挨
拶
を
し
て
、
時
節
柄
ポ
ン
と

一
回
で
締
め
た
。

今
日
の
日
本
を
元
気
に
す
る
た
め
に

は
、
社
会
の
豊
か
さ
の
源
泉
を
担
う
、

若
き
経
営
者
が
、
社
員
を
幸
福
に
す
る

技
術
経
営
学
を
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
人
財
育
成
の
重
要
性
を
再
認
識
し

た
。

（
小
平
和
一
朗
専
務
理
事
）

分分断断国国家家アアメメリリカカのの新新ししいい階階級級闘闘争争 下下斗斗米米 秀秀之之
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世
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の
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の
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に
、
ア
メ
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の
政
治
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断
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米
国
の
敵
は
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」
を
選
ん
だ
。
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と
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対
立
、
政
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ム
の
機
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不
全
を
克
服
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る
こ

と
が
で
き
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か
。
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念
な
が
ら
そ
の
見

通
し
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明
る
い
と
は
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え
な
い
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の
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狙
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予
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で
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に
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も
し
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の
可
能

性
が
現
実
を
帯
び
始
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て
い
る
。
民
主

党
も
バ
イ
デ
ン
続
投
の
声
が
大
き
く
、

大
統
領
選
は
４
年
前
と
同
様
の
面
子
で
、

高
齢
の
２
人
の
戦
い
に
な
り
そ
う
だ
。

と
は
い
え
、
こ
の
分
断
は
二
大
政
党

の
衝
突
と
い
う
単
純
な
構
図
で
は
な
い
。

政
治
学
者
マ
イ
ケ
ル
・
リ
ン
ド
に
い
わ

せ
れ
ば
、
こ
れ
は
国
内
の
上
級
階
級
と

労
働
者
階
級
の
あ
い
だ
の
「
新
し
い
階

級
闘
争
」
（
注
３
）
で
あ
る
。
新
自
由

主
義
の
も
と
で
進
め
ら
れ
た
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
「
勝
者
」
と
な
っ
た
少
数
の
管

理
者
（
経
営
者
）
エ
リ
ー
ト
と
、
「
敗

者
」
と
な
っ
た
大
多
数
の
労
働
者
階
級

の
対
立
だ
。
も
っ
と
も
数
の
論
理
で
い

え
ば
、
労
働
者
階
級
が
団
結
す
れ
ば
、

上
流
階
級
に
対
し
て
選
挙
で
優
位
に
立

て
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
し
か
し
ア
メ

リ
カ
の
労
働
者
階
級
は
、
宗
教
、
地
域
、

人
種
、
民
族
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
鋭
く
分
裂
し
て
い
る
。

国
内
の
労
働
者
と
移
民
と
の
間
で
、
仕

事
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
地
位
を
め
ぐ
る

奪
い
合
い
が
激
し
さ
を
増
し
、
数
で
劣

る
エ
リ
ー
ト
に
有
利
に
働
い
て
い
る
。

リ
ン
ド
は
人
種
や
宗
教
の
異
な
る
大

多
数
の
労
働
者
階
級
が
か
つ
て
持
っ
て

い
た
「
拮
抗
力
」
を
取
り
戻
す
必
要
性

を
訴
え
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
１
９
８
０

年
代
か
ら
約
30
年
間
、
大
統
領
、
副
大

統
領
、
国
務
長
官
の
ほ
と
ん
ど
を
ブ
ッ

シ
ュ
家
と
ク
リ
ン
ト
ン
家
の
人
物
が
務

め
て
き
た
。
こ
の
間
、
労
働
者
階
級
の

所
得
は
低
迷
し
、
オ
フ
シ
ョ
ア
リ
ン
グ

に
よ
っ
て
欧
米
の
製
造
業
は
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
。
世
界
金
融
危
機
に
よ

る
経
済
崩
壊
や
複
数
の
悲
惨
な
戦
争
も

経
験
し
た
。
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
は

共
和
党
の
予
備
選
で
ブ
ッ
シ
ュ
家
の

ジ
ェ
ブ
・
ブ
ッ
シ
ュ
を
、
本
選
で
は
民

主
党
の
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
を

破
っ
て
大
統
領
に
な
っ
た
。
多
く
の
有

権
者
は
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
新
自
由

主
義
の
政
策
サ
イ
ク
ル
を
断
ち
切
り
た

い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
支

持
者
た
ち
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
エ

リ
ー
ト
支
配
に
対
す
る
当
然
の
反
動
で

あ
っ
た
と
リ
ン
ド
は
主
張
す
る
。
し
か

し
、
ト
ラ
ン
プ
的
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に

も
限
界
は
あ
る
。
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
の
デ

マ
ゴ
ー
グ
は
不
満
の
代
弁
者
に
は
な
れ

て
も
上
流
階
級
が
支
配
す
る
新
自
由
主

義
に
代
わ
る
安
定
的
な
制
度
的
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ブ
を
作
り
だ
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
が
得
意
な
の
は
、

選
挙
活
動
で
あ
っ
て
統
治
で
は
な
い
と

い
う
リ
ン
ド
の
言
葉
は
重
い
。

真
の
階
級
平
和
を
実
現
す
る
に
は
、

経
済
・
政
治
・
文
化
と
い
っ
た
社
会
権

力
の
三
つ
の
領
域
す
べ
て
に
お
い
て
、

大
学
教
育
を
受
け
て
い
な
い
大
多
数
の

人
々
に
意
思
決
定
権
を
取
り
戻
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
現
代
の
ア
メ
リ
カ
に
１

９
７
０
年
以
前
の
民
主
的
多
元
主
義
を

復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
分
断

国
家
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
そ
れ
が
途

方
も
な
い
難
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
独
占
的
な
エ
リ
ー
ト
か

ら
民
主
主
義
を
取
り
戻
す
必
要
性
に
は

強
く
同
意
す
る
。
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塾塾
沼沼
田田
校校
第第
５５
期期
開開
講講

３
月
9
日
（
土
）
西
河

技
術
経
営
塾
（
沼
田
校
）

の
第
５
期
生
の
開
校
式
を

来
賓
に
星
野
稔
沼
田
市
長

を
迎
え
て
行
う
。
３
名
が

入
塾
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
期
か
ら
は
、
沼
田
市
役

所
の
テ
ラ
ス
沼
田
で
開
講

す
る
。

西西
河河
技技
術術
経経
営営
塾塾
講講
師師
養養
成成
研研
究究
会会

第
１
回
目
の
研
究
会
２
０
２
３
年
12

月
６
日
に
財
団
内
会
議
室
で
開
催
し
た
。

２
月
14
日
の
第
４
回
で
は
講
義
構
成
の

見
直
し
議
論
を
し
た
。

変変
革革
にに
耐耐
ええ
らら
れれ
るる
経経
営営
のの
研研
究究

日
本
経
済
は
予
測
で
き
な
い
社
会
環

境
の
変
化
の
中
に
あ
る
。
財
団
が
取
組

む
技
術
経
営
人
財
育
成
の
重
要
性
が
増

し
て
い
る
。
変
革
の
嵐
に
耐
え
ら
え
る

経
営
と
は
何
か
を
研
究
し
、
そ
の
知
見

を
い
か
に
経
営
者
に
教
え
る
か
が
問
わ

れ
て
い
る
。
『
風
の
時
代
の
嵐
に
耐
え

ら
れ
る
企
業
経
営
と
は
何
か
』
を
研
究

す
る
た
め
の
準
備
会
合
を
企
画
し
た
。

委
員
は
西
河
理
事
長
、
吉
池
富
士
夫
芝

浦
工
業
大
学
理
事
、
森
下
あ
や
子
日
本

経
済
大
学
教
授
、
小
平
専
務
理
事
の
４

名
で
、
森
下
が
座
長
に
就
任
す
る
。

（注２） 明治大学政治経済学部専任講師・博士（経済学）、（注３）マイケル・リンド著、中野剛志解説、施光恒監訳、寺下滝郎訳、2022『新し
い階級闘争－大都市エリートから民主主義を守る』東洋経済新報社

新
年
賀
詞
交
歓
会
で
中
締
め

を
担
当
し
た
。
「
本
日
は
新
年

賀
詞
交
歓
会
に
お
越
し
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
財

団
専
務
理
事
の
小
平
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
交
流
の
輪
は

広
が
っ
て
い
る
最
中
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
中
締
め
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

わ
た
く
し
昨
年
は
、
今
ま
で
お
付
き
合

い
が
無
か
っ
た
異
業
種
の
著
名
人
に
沢

山
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
交
流
を
通
じ
て
新
鮮
な
学
び
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（
本
年
は
）

新
し
い
風
に
乗
っ
て
、
財
団
は
日
本
を

元
気
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
凄
腕
の
技

術
経
営
人
財
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
本
日
参
加
の
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
能
登
半
島
地
震

で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
の
一
日
も

早
い
復
旧
と
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
致

し
ま
し
て
、
締
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
挨
拶
を
し
て
、
時
節
柄
ポ
ン
と

一
回
で
締
め
た
。

今
日
の
日
本
を
元
気
に
す
る
た
め
に

は
、
社
会
の
豊
か
さ
の
源
泉
を
担
う
、

若
き
経
営
者
が
、
社
員
を
幸
福
に
す
る

技
術
経
営
学
を
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
人
財
育
成
の
重
要
性
を
再
認
識
し

た
。

（
小
平
和
一
朗
専
務
理
事
）
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